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　五条川の桜並木は「日本の桜百選」にも取
り上げられるほどに見事で、花筏の中を泳ぐ
鯉のぼりの情景は、岩倉市の風物詩として全
国に知られています。鮮やかに四季の彩を楽
しめる日本には数多くの花々を楽しめる機会
があります。 
　しかし、そんな中で取り立てて桜の花が人
々から愛されるのは、一斉に咲き競うその美
しさと、散りゆく様の潔さが私たち日本人の

気質に合っているからなのでしょう。 
　桜の花に誘われるように宴を求めて多くの
友人がわが家を訪れます。 
　「世の中に絶えて桜の無かりせば、春の心
はのどけからまし」 
と在原業平が詠んだように、天候と桜花のほ
ころび具合に胸をときめかせ、友の来訪を心
待ちにする思いは、何物にも替えがたいもの
があります。　　　　　　　　　　千村収一 

【2006岩倉の風景●～満開の桜の下で～】 
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に
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と
誇
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持
て
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ま
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づ
く
り
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市政の窓 ９ 
４月１日オープン　岩倉市防災コミュ 
ニティセンター 
訪問看護ステーションが廃止となり 
ました 
市制３５周年記念　文化講演会「童 
門冬二講演会」 
まちづくり文化振興事業に助成します 
いわくら少年少女合唱団第１３期生を 
募集します 
第１子の乳幼児（４歳から小学校入学前 
まで）の通院医療費を助成します 
次世代育成支援事業の新たな取り組 
みをお知らせします 
平成１８年度からの第１号被保険者の 
介護保険料を見直しました 
プラスチック製容器包装資源収集袋の 
特大サイズ（４５㍑）を発売します 
市民スペース　市民ギャラリー情報 
岩倉市の高齢者福祉 
４月１日から下水道が使用できる区 
域が広がります 
狂犬病予防注射を受けましょう 
花のコンテスト作品・審査員を募集 
します 
防犯対策助成金交付制度をご利用 
ください 
救急車の適正利用にご協力をお願い 
します 
小学校新入学児の保護者の皆さんへ 
図書館人形劇フェスティバル実行委 
員（ボランティア）を募集します 
岩倉市まちづくりカレンダー作成委 
員を募集します 
固定資産税・都市計画税　平成１８年度納 
税通知書は５月１日に発送します 

知っておきたい健康講座 ２１ 
花は散っても歯は残る話 
～８０２０運動とは～ 

第１０回いわくら 
五条川マラソン結果 ２２ 
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悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

岩倉中学校 

学校通信 ３４ 

市民のひろば・いわくらネットワーク ３２ 

公民館開館３０周年記念講演会・セン 
トラル愛知交響楽団曽野小演奏会・ 
第４回みのりの会の集い 

３５ フォトニュース 

裏表紙 
岩倉城 

山内一豊・千代紀行 

２４ 

▲３月３日、いちい信用金庫、

岩倉ライオンズクラブ、岩倉

ロータリークラブよりいわく

ら五条川マラソンで使用する

ゼッケンの協賛をいただきま

した。 

３ 

暮らしのガイド 

募集 ２６ 

催し ２４ 

手続き ２４ 

相談・その他 ２９ 

図書館ニュース ３０ 

健康 ２８ 

講座・教室 ２６ 

どう 

もん　ふゆ　  じ 
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平
成
１８
年
第
１
回
岩
倉
市
議
会
定
例
会

の
開
会
に
あ
た
り
、
私
の
市
政
運
営
に
対

す
る
基
本
方
針
を
申
し
上
げ
、
市
民
の
皆

様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

　
岩
倉
市
は
、
本
年
１２
月
１
日
に
市
制
３５

周
年
を
迎
え
ま
す
。
私
は
、
先
輩
諸
賢
の

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
貴
重

な
財
産
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ
の
岩
倉

市
を
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
さ
ら
に
住

み
よ
い
愛
着
の
持
て
る
ま
ち
に
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
１
月
か
ら
岩
倉
市
が
出
生
地
と

い
わ
れ
る
山
内
一
豊
の
出
世
物
語
「
功
名

が
辻
」
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で
放
送
さ

れ
て
い
ま
す
。
岩
倉
の
歴
史
に
誇
り
を
持

ち
な
が
ら
、
今
を
生
き
る
私
達
が
新
し
く

後
世
に
残
る
歴
史
を
積
み
上
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
さ
て
、
我
が
国
内
外
の
政
治
・
経
済
・

社
会
状
況
は
、
か
つ
て
な
い
速
さ
と
勢
い

で
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
人
口
減
少
社
会

へ
の
突
入
と
と
も
に
約
７
０
０
万
人
と
い

わ
れ
る
団
塊
の
世
代
の
退
職
や
、
世
界
で

も
未
だ
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
速
さ
で
進

む
少
子
高
齢
化
な
ど
が
同
時
に
進
行
し
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

世
代
間
で
支
え
て
ま
い
り
ま
し
た
福
祉
や

保
健
な
ど
、
そ
の
仕
組
み
が
大
き
く
変
わ

る
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
 

　
さ
ら
に
、
国
の
構
造
改
革
の
影
響
な
ど

に
よ
っ
て
地
方
自
治
を
取
り
巻
く
環
境
は

依
然
と
し
て
厳
し
く
、
今
ま
さ
に
生
き
残

り
を
か
け
た
熾
烈
な
都
市
間
競
争
が
始
ま

っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
平
成
１８
年
度
に
お
け
る
政
府
の
一
般
会

計
予
算
案
は
、
前
年
度
当
初
比
３
・
０
㌫

減
の
７９
兆
６
千
８
６
０
億
円
と
４
年
ぶ
り

の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

国
の
政
策
に
充
て
る
一
般
歳
出
は
１
・
９

㌫
減
の
４６
兆
３
千
６
６
０
億
円
と
２
年
連

続
で
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
三
位
一
体
の
改
革
で
は
、
改
革
期
間
中

に
削
減
さ
れ
た
国
庫
補
助
負
担
金
４
兆
６

千
６
６
１
億
円
に
対
し
、
地
方
に
税
源
移

譲
さ
れ
る
額
は
３
兆
９４
億
円
と
な
り
、
一

方
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
め
た
地
方
交

付
税
は
５
兆
１
千
億
円
の
抑
制
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

　
地
方
財
政
計
画
に
お
け
る
歳
入
歳
出
規

模
は
、
前
年
度
当
初
比
１
・
３
㌫
減
の
８２

兆
２
千
９
６
３
億
円
、
児
童
手
当
拡
大
分

を
含
め
て
も
０
・
７
㌫
減
の
８３
兆
１
千
５

０
８
億
円
と
５
年
連
続
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
 

　
こ
れ
は
、
地
方
財
政
の
健
全
化
を
進
め

る
た
め
に
、
地
方
財
政
計
画
上
の
地
方
公

務
員
の
純
減
や
投
資
的
経
費
及
び
経
常
経

費
の
地
方
単
独
分
を
縮
減
し
、
規
模
の
圧

縮
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。
 

　
歳
入
に
お
い
て
は
、
三
位
一
体
の
改
革
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平成１８年度 

し
　
れ
つ
 

　３月２日、岩倉市議会３月定例会の冒頭、石黒靖

明岩倉市長は、「現状を見定めながら、より良い岩

倉をつくるため一歩一歩前進したいと思います。そ

して、４万９千人の市民の皆様が、夢や希望を持ち、

本当に住んでいてよかったと誇りに思っていただけ

るまちづくりに全力を尽くしてまいります。」と平

成１８年度の施政方針を示しました。 

　その全文をご紹介します。 

～本当に住んでいてよかったと誇りの持てるまちづくり～ 
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重
点
施
策
 

重
点
施
策
 

き
ょ
う
り
ょ
う 

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
 

▲岩倉幹部交番移転予定地 

に
よ
り
、
平
成
１７
年
度
と
同
様
「
安
定
的

な
財
政
運
営
に
必
要
な
地
方
税
、
地
方
交

付
税
な
ど
の
一
般
財
源
の
総
額
を
確
保
す

る
」
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
地
方
財
政
計

画
上
で
の
一
般
財
源
総
額
は
、
前
年
度
と

ほ
ぼ
同
額
の
５５
兆
６
千
３
３
４
億
円
と
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
１８

年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

第
３
次
岩
倉
市
総
合
計
画
と
本
市
の
行
政

哲
学
で
あ
る
「
岩
倉
２１
世
紀
へ
の
提
言
」

に
意
を
尽
く
し
な
が
ら
、
私
の
５
期
目
の

政
治
目
標
で
あ
る
「
改
革
と
前
進
」
を
基

本
と
い
た
し
ま
し
た
。
 

　
議
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
昨
年
の
１２

月
定
例
会
で
議
員
定
数
を
減
員
さ
れ
る
な

ど
、
自
ら
改
革
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
行
政
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
最

少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
思
い
切
っ
た
自
己
改
革

を
断
行
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

　
新
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
人
件
費
の

抑
制
、
事
業
の
縮
減
・
廃
止
、
経
常
経
費

の
削
減
な
ど
、
過
去
の
慣
例
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
徹
底
し
た
歳
出
改
革
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
少
子
化
対
策
に
力
点
を

置
く
な
ど
事
業
の
選
択
と
重
点
化
を
行
い
、

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
の
配
分
を
い
た
し

ま
し
た
。
 

　
本
市
の
平
成
１８
年
度
一
般
会
計
予
算
案

の
総
額
は
、
１
１
６
億
５
千
万
円
で
平
成

１７
年
度
当
初
予
算
比
０
・
２
㌫
減
と
な
り

ま
し
た
。
 

　
歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個
人
市
民
税

で
、
定
率
減
税
の
２
分
の
１
の
廃
止
や
老

年
者
控
除
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ

る
増
収
か
ら
、
市
民
税
全
体
で
６
・
５
㌫

の
増
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
固
定
資
産
税

で
は
、
評
価
替
え
の
年
に
あ
た
る
た
め

３
・
０
㌫
の
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
都

市
計
画
税
に
お
い
て
も
、
同
様
の
理
由
か

ら
５
・
５
㌫
の
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
他
、
税
率
改
正
に
伴
う
た
ば
こ
税
の

増
収
な
ど
に
よ
り
、
市
税
全
体
で
は
１
・

３
㌫
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
 

　
平
成
１８
年
度
の
所
得
譲
与
税
は
、
暫
定

的
な
措
置
期
間
の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す

が
、
税
源
移
譲
に
配
慮
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
１
２
６
・
４
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
地
方
交
付
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
普
通

交
付
税
の
見
直
し
や
地
方
財
政
計
画
な
ど

を
踏
ま
え
、
１９
・
９
㌫
の
減
と
い
た
し
ま

し
た
。
市
債
は
、
６
・
４
㌫
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
、
臨
時
財
政
対
策

債
は
１０
・
９
㌫
の
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
恒
久
的
減
税
に
伴
う
影
響
に
つ

き
ま
し
て
は
、
従
来
ど
お
り
市
民
税
減
税

補
て
ん
債
及
び
地
方
特
例
交
付
金
に
よ
り

補
て
ん
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
れ
で
は
、
平
成
１８
年
度
に
取
り
組
む

４
つ
の
重
点
施
策
と
、
主
な
新
規
事
業
な

ど
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
 

    　
第
１
は
「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
」
で
あ
り
ま
す
。
 

　
市
民
の
皆
様
が
将
来
に
渡
っ
て
、
安
全

で
安
心
し
て
活
き
活
き
と
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
地
域
社
会
を
築
く
こ
と
は
、
行
政

に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
責
務
で
あ
り
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
国
内
外
で
の
相
次
ぐ
自
然
災

害
や
懸
念
さ
れ
て
い
る
東
海
、
東
南
海
地

震
な
ど
の
発
生
、
ま
た
、
身
近
な
地
域
で

の
犯
罪
等
、
私
た
ち
の
生
活
を
脅
か
す
課

題
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。
 

　
こ
の
た
め
、
防
災
対
策
で
は
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
「
橋
梁
耐
震
補
強
事
業
」
や

「
木
造
住
宅
耐
震
診
断
」
「
木
造
住
宅
耐

震
改
修
」
に
助
成
を
行
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
配
水
場
の
耐
震
補
強
工
事
や
第

六
児
童
館
の
耐
震
診
断
、
南
部
中
学
校
に

下
水
道
と
プ
ー
ル
の
水
を
利
用
し
た
貯
留

型
仮
設
水
洗
ト
イ
レ
を
設
置
い
た
し
ま
す
。
 

　
災
害
時
に
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、

正
確
な
情
報
の
提
供
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
新
年
度
に
は
、
事
前
に
登
録
さ
れ
た
携

帯
電
話
へ
災
害
時
緊
急
メ
ー
ル
な
ど
の
情

報
を
送
る
「
防
災
ほ
っ
と
メ
ー
ル
情
報
配

信
整
備
事
業
」
や
、
帰
宅
困
難
者
を
支
援

す
る
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
い
た
し
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
、
「
防
災
用
非
常
持
出
袋
配
布

事
業
」
や
避
難
用
資
機
材
と
し
て
の
防
災

テ
ン
ト
な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
 

　
そ
の
ほ
か
、
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
車
と

第
２
分
団
消
防
車
両
の
買
い
替
え
、
配
水

場
の
自
家
発
電
設
備
の
更
新
な
ど
を
い
た

し
ま
す
。
 

　
防
犯
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
長
年
の

懸
案
で
あ
り
ま
し
た
岩
倉
幹
部
交
番
の
移

転
が
決
ま
り
、
新
年
度
に
建
設
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
、

関
係
者
の
皆
様
の
大
変
粘
り
強
い
要
望
と
、

県
内
の
ど
こ
の
自
治
体
よ
り
も
早
く
地
域

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
全
行
政
区
で
設
置

す
る
な
ど
、
市
民
の
皆
様
の
「
自
分
た
ち

の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
願

い
が
県
に
通
じ
た
も
の
と
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
 

い
 

い
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つ
く 

し
ゅ
ん   

せ
つ 

行
財
政
改
革
の
断
行
 

少
子
化
対
策
の
推
進
 

 

▲「休日保育」が行われる下寺保育園 

　
ま
た
、
「
安
全
・
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
事

業
」
や
、
玄
関
な
ど
の
鍵
の
交
換
等
、
市

民
の
皆
様
に
よ
る
家
庭
で
の
防
犯
対
策
を

支
援
す
る
「
防
犯
対
策
助
成
事
業
」
を
引

き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
な
お
、
行
政
課
の
交
通
防
犯
係
を
「
生

活
安
全
係
」
と
し
て
組
織
強
化
し
、
さ
ら

に
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
充
実

さ
せ
て
い
く
と
と
も
に
、
国
民
保
護
法
に

よ
る
国
民
保
護
計
画
の
作
成
な
ど
も
担
当

さ
せ
ま
す
。
 

　
浸
水
対
策
で
は
、
集
中
豪
雨
な
ど
に
備

え
て
「
用
排
水
路
浚
渫
事
業
」
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
浸
水
対
策
基
本
計
画
に

基
づ
き
神
野
地
区
等
の
浸
水
を
解
消
す
る

た
め
「
一
宮
春
日
井
線
排
水
路
布
設
工

事
」
の
設
計
を
い
た
し
ま
す
。
 

  　
第
２
は
「
行
財
政
改
革
の
断
行
」
で
あ

り
ま
す
。
 

　
私
は
持
続
可
能
な
岩
倉
市
の
か
た
ち
を

創
り
出
す
た
め
、
５
期
目
の
市
政
運
営
の

基
本
姿
勢
に
「
改
革
と
前
進
」
を
掲
げ
、

収
入
役
の
廃
止
を
は
じ
め
、
既
存
事
業
の

見
直
し
、
民
間
委
託
、
職
員
及
び
経
費
の

削
減
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
一
連
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
今
後

と
も
緩
め
る
こ
と
な
く
、
時
代
の
要
求
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
昨
年
１１
月
に
策
定
い

た
し
ま
し
た
第
２
次
岩
倉
市
行
政
改
革
の

個
別
施
策
を
集
中
的
に
行
う
「
岩
倉
市
行

政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

さ
ら
に
改
革
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
新
年
度
の
取
り
組
み
と
し
ま
し
て
は
、

経
常
経
費
の
削
減
４
千
９
０
０
万
円
余
、

４
・
０
㌫
の
減
を
は
じ
め
、
最
低
限
の
職

員
補
充
や
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
人
件
費

な
ど
の
削
減
、
一
部
パ
ー
ト
賃
金
の
見
直

し
、
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
２
億
９
千

万
円
余
で
あ
り
ま
す
。
 

　
具
体
的
に
は
、
歳
入
で
は
延
長
保
育
料
、

休
日
保
育
料
や
生
涯
学
習
講
座
受
講
料
な

ど
の
徴
収
を
行
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
図

る
と
と
も
に
、
南
部
老
人
憩
の
家
や
希
望

の
家
を
直
営
か
ら
委
託
に
し
、
さ
ら
に
、

交
際
費
の
削
減
や
敬
老
金
の
支
給
を
８０
歳

か
ら
の
節
目
方
式
に
変
更
、
休
日
診
療
対

策
費
助
成
金
の
引
き
下
げ
な
ど
の
見
直
し

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
こ
の
ほ
か
、
介
護
保
険
制
度
の
ス
タ
ー

ト
以
降
、
民
間
事
業
所
が
充
足
さ
れ
て
き

た
た
め
、
こ
れ
ま
で
先
進
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
訪
問
看
護
事
業
の
廃
止

や
、
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
給
食
サ
ー
ビ
ス

委
託
事
業
を
廃
止
し
「
生
活
支
援
型
給
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
」
の
充
実
を
図
る
な
ど
、

市
政
全
般
に
わ
た
り
積
極
的
に
ス
ク
ラ
ッ

プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
 

　
な
お
、
補
助
金
な
ど
の
整
理
・
合
理
化

を
図
る
た
め
、
検
討
委
員
会
を
発
足
さ
せ

る
と
と
も
に
、
今
後
予
想
さ
れ
る
新
た
な

行
政
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
改
革
で
き

る
も
の
は
年
度
途
中
に
お
い
て
も
実
行
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

  　
第
３
は
「
少
子
化
対
策
の
推
進
」
で
ご

ざ
い
ま
す
。
 

　
今
、
私
た
ち
が
直
面
す
る
人
口
減
少
社

会
で
大
切
な
こ
と
は
、

安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
、
楽
し
く
育
て
、

子
ど
も
が
い
る
こ
と

を
心
か
ら
喜
べ
る
地

域
社
会
を
創
り
上
げ

て
い
く
こ
と
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
 

　
本
市
で
は
、
こ
れ

ま
で
保
育
サ
ー
ビ
ス

や
「
第
３
子
以
降
学

校
給
食
費
補
助
事
業
」

な
ど
、
多
様
化
す
る

子
育
て
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
先
進
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
新
年
度
に

は
次
世
代
育
成
支
援

計
画
に
基
づ
き
、
全

て
の
保
育
園
に
お
い
て
保
育
時
間
を
午
後

７
時
ま
で
延
長
す
る
と
と
も
に
、
下
寺
保

育
園
で
「
休
日
保
育
事
業
」
を
行
い
、
子

育
て
を
し
な
が
ら
安
心
し
て
働
い
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
休
日
や
放
課
後
の
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
と
し
て
「
児
童
館
日
曜
開
館

事
業
」
や
、
夏
休
み
な
ど
の
開
館
で
父
母

の
皆
様
に
心
配
を
か
け
な
い
よ
う
に
、
パ

ー
ト
職
員
の
補
充
な
ど
の
対
応
を
い
た
し

ま
す
。
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こ
う  

く
う 

岩
倉
駅
東
地
区
再
開
発
事
業
の
促
進
 

 

健
康
・
福
祉
 

 

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
 

 

新
規
事
業
な
ど
 

新
規
事
業
な
ど
 

　
こ
の
ほ
か
、
家
庭
福
祉
員
制
度
に
変
え

て
「
認
可
外
保
育
所
入
所
児
童
補
助
金
交

付
事
業
」
を
行
い
、
年
度
途
中
に
お
け
る

乳
児
保
育
の
受
け
入
れ
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
 

　
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
に
つ
き
ま
し
て

は
、
第
１
子
の
通
院
も
小
学
校
入
学
前
ま

で
無
料
化
す
る
な
ど
、
子
育
て
中
の
保
護

者
の
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。
 

  　
第
４
は
「
岩
倉
駅
東
地
区
再
開
発
事
業

の
促
進
」
で
あ
り
ま
す
。
 

　
本
市
の
中
心
市
街
地
活
性
化
の
要
と
な

り
ま
す
「
北
街
区
市
街
地
再
開
発
事
業
」

は
、
昨
年
度
、
愛
知
県
知
事
か
ら
北
街
区

市
街
地
再
開
発
組
合
の
設
立
認
可
を
受
け
、

念
願
の
組
合
が
設
立
さ
れ
る
と
と
も
に
、

一
部
先
行
し
て
計
画
地
域
に
住
ん
で
み
え

る
皆
様
の
移
転
が
始
ま
り
、
北
街
区
再
開

発
事
業
の
本
格
実
施
に
向
け
て
大
き
な
一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

　
新
年
度
は
、
工
事
着
手
に
向
け
、
大
変

重
要
な
権
利
変
換
計
画
認
可
手
続
き
な
ど

が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
事
業
費
を
精
査
し
な
が
ら
、
よ
り
一
層
、

事
業
の
促
進
に
全
力
を
挙
げ
て
支
援
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。
 

  　
次
に
、
主
な
新
規
事
業
な
ど
に
つ
い
て

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

  　
ま
ず
、
健
康
・
福
祉
で
あ
り
ま
す
。
 

　
健
康
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
「
健
康

い
わ
く
ら
２１
」
に
基
づ
い
て
、
誰
も
が
健

や
か
で
心
豊
か
な
充
実
し
た
生
活
を
送
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
多
世
代
に
渡
る
健

康
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
年
度
に
つ
い
て
は
、
「
基
本
健
康
診

査
」
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
学
校
保

健
と
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
の
歯
の
健
康

や
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
指
導
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
口
腔
衛
生
の
一
つ
と
し
て
、
歯

周
病
な
ど
か
ら
歯
を
守
る
た
め
の
口
臭
測

定
器
を
導
入
い
た
し
ま
す
。
 

　
こ
の
ほ
か
、
認
知
症
予
防
の
試
み
と
し

て
、
脳
を
活
性
化
さ
せ
、
心
身
と
も
に
活

き
活
き
と
し
た
自
分
を
取
り
戻
す
た
め
に

効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
「
回
想
法
」
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
 

　
長
寿
社
会
へ
の
対
応
で
は
、
制
度
施
行

後
初
め
て
の
大
幅
改
正
と
な
る
新
介
護
保

険
法
の
成
立
に
合
わ
せ
、
「
第
３
期
岩
倉

市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険

事
業
計
画
」
が
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
 

　
こ
の
第
３
期
計
画
の
特
色
は
、
高
齢
者

の
身
近
な
地
域
に
お
い
て
、
多
様
で
柔
軟

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
」
を
新
た
に
行
い
、
ま
た
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
介
護
予
防
の
強
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
」
を
創
設
し
、
地
域
に
お
け
る
総
合
的

な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
中
核
機
関
と
し

て
、
そ
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
な
お
、
介
護
保
険
制
度
は
施
行
後
６
年

が
経
過
し
、
要
介
護
認
定
者
や
サ
ー
ビ
ス

受
給
者
の
増
加
に
伴
い
、
介
護
給
付
費
の

増
大
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
を
踏
ま
え
、

本
年
４
月
か
ら
介
護
保
険
料
の
改
定
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
大
幅
な
制
度
改
正
が
、
１
日
も

早
く
市
民
の
皆
様
に
受
け
入
れ
ら
れ
ま
す

よ
う
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
 

　
障
害
者
福
祉
で
は
、
発
達
に
障
害
の
あ

る
児
童
の
支
援
を
充
実
す
る
た
め
、
障
害

者
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
の
家
の
「
訓
練
室
の

改
修
・
増
設
」
や
子
ど
も
の
心
を
癒
し
成

長
を
促
す
た
め
に
「
音
楽
療
法
」
な
ど
を

行
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
「
岩
倉
市
障
害
者
計
画
」
に
基

づ
き
、
す
べ
て
の
人
が
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
や
環
境
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て

人
工
肛
門
な
ど
排
せ
つ
に
障
害
の
あ
る
人

に
対
し
て
、
市
役
所
・
図
書
館
・
総
合
体

育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
多
目
的
ト
イ
レ
に
オ

ス
ト
メ
イ
ト
対
応
の
設
備
を
整
備
し
て
ま

い
り
ま
す
。
 

　
な
お
、
障
害
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
障
害
者

自
立
支
援
法
が
本
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
障
害
者
福
祉
の
サ

ー
ビ
ス
体
系
は
大
き
く
変
わ
り
、
市
町
村

審
査
会
の
設
置
な
ど
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
た

め
の
手
続
き
や
基
準
の
明
確
化
が
図
ら
れ

ま
す
。
 

　
し
か
し
、
一
方
で
は
定
率
負
担
が
導
入

さ
れ
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
大
き

な
影
響
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
新
た
な

制
度
が
障
害
者
の
社
会
参
加
と
自
立
に
寄

与
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
そ
の
運
用
に

努
め
る
と
と
も
に
、
法
は
改
正
さ
れ
ま
し

た
が
、
精
神
障
害
の
人
の
通
院
医
療
費
本

人
負
担
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

全
額
を
支
給
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

  　
次
に
、
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。
 

　
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
と
し
て
、
五
条
川
小
学

校
屋
内
運
動
場
の
天
井
部
分
の
ロ
ッ
ク
ウ

ー
ル
を
除
去
し
、
児
童
の
安
全
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め

「
小
学
校
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
」
を
行
う
と

と
も
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
の
機
器
更

新
に
よ
り
１
人
１
台
と
す
る
ほ
か
、
新
た

に
各
教
室
に
も
２
台
ず
つ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
を
設
置
い
た
し
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
、
小
中
学
校
の
普
通
教
室
に
扇
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環
境
 

都
市
基
盤
整
備
 

風
機
を
設
置
す
る
た
め
、
新
年
度
は
小
学

校
の
設
計
や
、
学
校
給
食
配
送
車
の
更
新

な
ど
教
育
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。
 

　
教
育
内
容
の
充
実
で
は
、
複
数
の
教
員

に
よ
る
き
め
細
か
い
指
導
を
行
う
少
人
数

授
業
や
、
子
ど
も
は
未
来
の
ま
ち
づ
く
り

人
な
ど
を
目
指
し
た
「
教
育
プ
ラ
ン
事

業
」
等
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
外
国
人
の
児
童
生
徒
の
増
加
に

伴
い
、
こ
の
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の

た
め
に
語
学
指
導
や
生
活
相
談
を
行
う

「
外
国
人
児
童
生
徒
向
け
臨
時
講
師
事

業
」
の
充
実
や
、
不
登
校
対
策
と
し
て
、

適
応
指
導
教
室
「
お
お
く
す
」
に
臨
床
心

理
士
の
資
格
を
持
つ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配

置
い
た
し
ま
す
。
 

　
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
生
涯
学
習
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
生
涯
学
習
講
座
の
充
実
な
ど
市
民

の
皆
様
の
多
様
な
学
習
活
動
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
図
書
館
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
伴
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
蔵
書
検
索
や
予
約
が
可

能
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
い
た
し
ま
す
。
 

　
音
楽
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ

き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
青
少
年
健
全
育

成
の
一
つ
と
し
て
の
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
育
成
や
、
地
区
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
で
は
、
体
育
協
会
な

ど
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
「
市
民
一
ス
ポ

ー
ツ
」
を
合
言
葉
に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
を
図
る
と
と
も
に
、
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
更
新
や
市

営
大
地
プ
ー
ル
の
幼
児
用
プ
ー
ル
塗
装
改

修
な
ど
を
行
い
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
の
た

め
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
屋
外
施
設

の
空
き
情
報
の
提
供
な
ど
、
手
軽
に
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
 

  　
続
い
て
、
環
境
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
 

　
環
境
問
題
は
、
「
地
球
規
模
で
考
え
、

行
動
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
行
う
」
と
い

う
こ
と
が
基
本
で
あ
り
ま
す
。
 

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の

実
現
に
向
け
、
市
民
の
皆
様
の
協
力
を
得

て
「
分
別
収
集
」
や
「
古
紙
と
古
着
の

日
」
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
平
成
１７

年
度
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
前
年
度
に
比
べ

３
㌫
の
増
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
 

　
今
後
も
引
き
続
き
、
ご
み
排
出
量
の
削

減
に
努
め
る
と
と
も
に
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
資
源
化
事
業
」
な
ど
徹
底
し

た
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
リ
サ
イ

ク
ル
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
平
成
１２

年
度
に
策
定
い
た
し

ま
し
た
「
一
般
廃
棄

物
処
理
計
画
」
の
見

直
し
を
行
い
ま
す
。
 

　
公
害
対
策
で
は
、

市
民
の
皆
様
の
快
適

な
生
活
環
境
を
守
る

た
め
「
環
境
騒
音
観

測
装
置
」
を
導
入
し
、

道
路
騒
音
や
航
空
機

騒
音
の
監
視
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
公
園
整
備
事
業
と

し
て
は
、
昨
年
度
土

地
取
得
を
完
了
し
ま

し
た
「
（
仮
称
）
竹

林
公
園
」
に
お
い
て
、

水
上
デ
ッ
キ
な
ど
の
工
事
を
県
の
多
自
然

型
護
岸
整
備
と
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。
 

  　
次
に
、
都
市
基
盤
整
備
で
あ
り
ま
す
。
 

　
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

五
条
川
右
岸
処
理
区
の
面
整
備
と
し
て
栄

町
、
旭
町
、
下
本
町
の
一
部
地
区
の
工
事

を
行
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
保
健
セ
ン
タ
ー
や
み
ど
り
の
家
、

中
央
公
園
、
大
矢
公
園
の
公
共
下
水
道
へ

の
接
続
を
行
い
ま
す
。
 

　
こ
の
ほ
か
、
下
水
道
管
理
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
係
の
統
合
な
ど
事
務
の
合
理
化

を
図
り
ま
す
。
 

　
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
幹
線
道
路
整

備
で
は
、
豊
田
岩
倉
線
や
北
島
藤
島
線
な

ど
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
名
古
屋
江
南

線
等
の
県
事
業
に
つ
い
て
も
、
早
期
整
備

に
向
け
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
長
年
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た

萩
原
多
気
線
の
名
古
屋
江
南
線
以
西
に
つ

い
て
は
、
新
年
度
か
ら
県
事
業
と
し
て
着

手
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
日
常
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
生
活
道
路
の
舗
装
や
側
溝
の
改
良
な

ど
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
整
備
い
た
し
ま

す
。
 

▲「（仮称）竹林公園」予定地 

平成１８年度施政方針 

平成18年4月1日 7



産
業
の
振
興
 

市
制
施
行
３５
周
年
記
念
事
業
な
ど
 

  　
次
に
、
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
。
 

　
市
域
の
３
分
の
１
ほ
ど
を
占
め
る
農
地

は
、
米
や
野
菜
な
ど
の
生
産
に
と
ど
ま
ら

ず
、
身
近
な
自
然
と
し
て
私
た
ち
に
心
の

安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
と
と
も
に
、
防

災
緑
地
空
間
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
農
業
の
担
い
手
不
足
と
高
齢

化
が
深
刻
化
し
て
い
く
中
で
、
農
業
の
存

続
は
大
変
厳
し
く
、
こ
の
ま
ま
放
置
し
て

お
け
ば
農
地
の
荒
廃
や
無
秩
序
な
開
発
を

招
き
、
均
整
の
取
れ
な
い
乱
雑
な
土
地
利

用
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

　
今
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
市
民
の
皆
様
に
農
業
へ
の
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
農
業
の
良
さ
が
体
験

で
き
る
場
を
設
け
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
新
年
度
か
ら
農
家
の
方
な
ど
と
連

携
し
て
岩
倉
の
新
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
の
研
究

や
、
「
農
業
体
験
塾
」
を
立
ち
上
げ
、
市

民
の
皆
様
が
土
に
い
そ
し
め
る
よ
う
仲
立

ち
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
こ
れ
ら
は
小
さ
な
試
み
で
は
あ
り
ま
す

が
、
農
業
を
通
し
て
、
土
と
人
と
が
触
れ

合
い
、
食
と
農
に
深
く
関
わ
る
機
会
を
持

つ
こ
と
は
、
現
代
の
生
活
で
失
わ
れ
が
ち

な
人
間
性
を
回
復
さ
せ
る
大
切
な
こ
と
で

あ
る
と
同
時
に
、
団
塊
の
世
代
が
退
職
し

た
後
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
な
ど
、
大
き
な
広

が
り
を
持
つ
も
の
と
思
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
食
育
の
推
進
と
と
も
に
、
子
ど

も
た
ち
の
食
の
安
全
を
守
る
た
め
、
引
き

続
き
農
家
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
地

元
で
取
れ
た
米
や
野
菜
を
保
育
園
や
小
中

学
校
の
給
食
の
食
材
と
し
て
使
用
す
る
地

産
地
消
の
推
進
と
、
国
内
産
の
使
用
に
努

力
い
た
し
ま
す
。
 

　
商
業
の
振
興
で
は
、
融
資
制
度
な
ど
を

継
続
し
、
新
た
に
、
本
市
の
貴
重
な
観
光

資
源
で
あ
る
五
条
川
の
桜
並
木
を
将
来
に

残
す
た
め
、
市
民
の
皆
様
と
連
携
し
た
保

全
活
動
や
冬
期
に
お
け
る
桜
の
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
の
試
み
、
「
四
九
の
市
」
の
復

活
に
向
け
た
商
工
会
と
の
話
し
合
い
な
ど
、

失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
し
、
ま
ち
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
 

  　
こ
れ
ら
の
施
策
の
ほ
か
、
市
制
施
行
３５

周
年
を
記
念
し
て
１２
月
１
日
の
記
念
式
典

や
「
岩
倉
市
史
現
代
」
の
発
刊
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
「
功
名
が
辻
」
で
使
用
さ
れ

て
い
る
衣
装
、
小
道
具
、
写
真
パ
ネ
ル
な

ど
を
展
示
す
る
「
功
名
が
辻
展
」
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ラ
ジ
オ
番
組
の
公
開
放
送
の
招
致
や

「
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
事
業
」
等
を
行

う
と
と
も
に
、
隔
年
で
行
っ
て
い
ま
す
文

化
講
演
会
を
大
河
ド
ラ
マ
に
ち
な
ん
だ
テ

ー
マ
で
開
催
し
ま
す
。
 

　
Ｉ
Ｔ
の
推
進
で
は
、
工
事
や
物
品
の
入

札
の
公
平
性
・
透
明
性
の
確
保
と
と
も
に

事
務
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
行
う
電
子
調
達
・
入
札
シ
ス
テ

ム
を
「
あ
い
ち
電
子
自
治
体
推
進
協
議

会
」
で
共
同
開
発
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
市
町
村
合
併
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
行
財
政
改
革
を
断
行
し
つ
つ
、

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
合
併
新
法
の
期
限
内
に
市
民
の
皆
様

や
議
会
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
検
討
を

重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　

　
公
共
料
金
で
は
、
公
平
・
公
正
及
び
受

益
と
負
担
の
観
点
か
ら
、
先
に
も
申
し
述

べ
ま
し
た
と
お
り
、
延
長
保
育
料
や
休
日

保
育
料
、
生
涯
学
習
講
座
の
有
料
化
、
が

ん
検
診
な
ど
の
自
己
負
担
の
見
直
し
を
行

い
ま
す
。
　
 

　
分
権
時
代
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
は
市
民
の
皆
様
と
行
政
が
協
働
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

た
め
、
よ
り
一
層
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
市
民
活
動
が
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

  　
以
上
、
平
成
１８
年
度
に
お
け
る
市
政
運

営
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
所
信
を
申
し

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
景
気
は
緩
や
か
な
回
復
を
続
け
て
い
ま

す
が
、
三
位
一
体
の
改
革
な
ど
本
市
を
取

り
巻
く
財
政
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
現
状

に
あ
り
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
私
は
こ
の
よ
う
な
困
難
な
状

況
を
受
け
入
れ
、
現
状
を
見
定
め
な
が
ら
、

よ
り
良
い
岩
倉
を
つ
く
る
た
め
一
歩
一
歩

前
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
そ
し
て
、
４
万
９
千
人
の
市
民
の
皆
様

が
、
夢
や
希
望
を
持
ち
、
本
当
に
住
ん
で

い
て
よ
か
っ
た
と
誇
り
に
思
っ
て
い
た
だ

け
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
。
 

　
市
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、

施
政
方
針
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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●
利
用
方
法
　
こ
の
施
設
を
利
用
さ
れ
る

場
合
は
、
有
料
と
な
り
ま
す
の
で
「
利
用

許
可
申
請
書
」
を
提
出
し
、
利
用
許
可
を

受
け
て
か
ら
使
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

●
申
込
方
法
　
利
用
日
の
属
す
る
月
の
１

か
月
前
か
ら
利
用
日
の
３
日
前
ま
で
に
消

防
本
部
総
務
課
予
防
防
災
係
で
受
け
付
け

し
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
消
防
本
部
総
務
課
予
防
防
災

係
（
☎
３
７
―
５
３
３
３
）
ま
で
。
 

●
開
館
日
・
開
館
時
間
　
毎
日
（
１２
月
２９

日
〜
１
月
３
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午

後
９
時
３０
分
 

●
使
用
料
金
（
表
）
 

だ
き
、
平
常
時
に
は
、
地
域
住
民
の
防
災

意
識
の
高
揚
、
さ
ら
に
は
自
主
防
災
活
動

の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

●
施
設
の
概
要
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２

階
建
 

★
１
階
…
２
２
９
・
３
４
平
方
㍍
 

★
２
階
…
２
１
７
・
６
１
平
方
㍍
 

★
延
面
積
…
４
４
６
・
９
５
平
方
㍍
 

　
４
月
１
日
、
大
山
寺
元
町
に
岩
倉
市
防

災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
施
設
は
、
災
害
時
に
は
避
難
施
設

や
防
災
活
動
拠
点
と
し
て
活
用
し
て
い
た
 

４
月
１
日
オ
ー
プ
ン
 

岩
倉
市
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

訪問看護ステーションが 
廃止となりました 

 
　岩倉市訪問看護ステーションは、３月３１日

をもって廃止となりました。 

　長い間ご利用いただきまして、ありがとうご

ざいました。 

午前９時 
～正午 

午後１時 
～５時 

午後５時３０分 
～９時３０分 

午　前 利用時間 

利用区分 

午　後 夜　間 全　日 
午前９時～ 
午後９時３０分 

 防災研修室１ 
（１階洋室） 
防災研修室２ 
（１階和室） 
防災研修室３ 
（１階和室） 
避　難　室 
（２　　階） 

※防災研修室２（８畳）、防災研修室３（１０畳） 

４００円 ５００円 ５００円 １,４００円 

２００円 ３００円 ３００円 ８００円 

３００円 ４００円 ４００円 １,１００円 

１,２００円 １,７００円 １,７００円 ４,６００円 

●消防署 

●大山寺住宅 

●中電発電所 

●国衛公園 

生田明神社 
大
山
寺
駅 

用
水 

岩倉市防災 
コミュニティセンター 

N
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●
市
政
の
窓
●
 

　
岩
倉
市
は
今
年
、
市
制
３５
周
年
を
迎
え

ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
、
次
の
と
お
り
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
講
師
は
、
作
家
の
童
門
冬
二
さ
ん
で
す
。

山
内
一
豊
と
千
代
と
が
戦
国
の
厳
し
い
時

代
を
い
か
に
生
き
抜
い
た
か
を
お
話
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
 

●
と
き
　
５
月
２０
日
　
午
後
２
時
〜
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
 

●
演
題
　
「
尾
張
の
伝
承
と
一
豊
の
夢
」
 

●
講
師
　
童
門
冬
二
（
作
家
。
東
京
都
庁

退
職
後
、
作
家
活
動
に
専
念
。
人
間
管
理

と
組
織
の
実
学
を
歴
史
と
重
ね
合
わ
せ
た

小
説
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
に
新

境
地
を
ひ
ら
く
。
「
暗
い
川
が
手
を
叩

く
」
で
第
４３
回
芥
川
賞
候
補
に
。
）
 

●
チ
ケ
ッ
ト
　
５
０
０
円
（
全
席
自
由
席
） 

●
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始
　
４
月
９
日
　
午

前
９
時
〜
 

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
、
公
民
館
、
市
役
所
１
階
情
報
サ

ロ
ン
 

※
な
お
、
情
報
サ
ロ
ン
で
の
販
売
は
１０
日

　
以
降
で
、
チ
ケ
ッ
ト
の
残
数
が
あ
る
場

合
に
限
り
ま
す
。
 

●
主
催
　
岩
倉
市
、
岩
倉
市
教
育
委
員
会
 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

      　
市
民
の
皆
さ
ん
が
行
う
文
化
事
業
に
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

●
助
成
対
象
事
業
　
今
ま
で
の
枠
を
超
え

て
自
主
的
に
行
わ
れ
る
次
の
文
化
活
動
を

対
象
と
し
ま
す
。
 

　
た
だ
し
、
も
っ
ぱ
ら
営
利
を
目
的
と
す

る
事
業
や
、
特
定
の
政
治
、
宗
教
活
動
を

目
的
に
行
わ
れ
る
事
業
、
お
よ
び
恒
常
的

に
行
わ
れ
る
事
業
は
助
成
の
対
象
と
は
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
外
部
か
ら
人
を
招
い

て
開
催
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
シ
ョ
ー
等
も

対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
 

①
活
動
発
表
事
業
…
複
数
の
団
体
が
共
同

で
行
っ
た
り
、
実
行
委
員
会
を
つ
く
る
な

ど
し
て
、
従
来
の
活
動
の
枠
を
越
え
て
行

わ
れ
る
発
表
会
な
ど
の
事
業
（
た
だ
し
、
 

特
定
の
流
派
、
会
員
、
個
展
な
ど
に
か
か

わ
る
事
業
は
原
則
と
し
て
対
象
外
）
 

②
文
化
情
報
事
業
…
岩
倉
市
の
文
化
情
報

の
Ｐ
Ｒ
や
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
た

め
に
製
作
さ
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
情
報

誌
な
ど
の
発
行
 

③
人
材
育
成
・
交
流
事
業
…
文
化
に
関
す

る
人
材
育
成
や
交
流
の
推
進
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
る
研
究
会
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど

の
開
催
 

④
そ
の
他
、
文
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

振
興
に
関
す
る
事
業
 

●
助
成
金
額
　
助
成
金
額
は
、
日
常
的
な

活
動
費
や
人
件
費
、
入
場
料
な
ど
の
収
入

を
除
い
た
事
業
費
の
２
分
の
１
以
内
で
、

限
度
額
は
３
０
０
万
円
 

●
事
業
期
間
　
平
成
１８
年
度
に
実
施
予
定

の
事
業
 

●
申
請
の
手
続
き
　
所
定
の
申
請
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
４
月
２５
日
　

ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

（土） 

（日） 

（月） 

（火） 

　いわくら少年少女合唱団では、第１３期生を募集します。 
　当合唱団は、現在３２人の団員がいます。市民音楽祭や
愛知県合唱フェスティバルの出演、市内施設での演奏など
多彩な活動を展開しています。 
　歌の好きな人、一緒に楽しく歌いませんか。入団をお待
ちしています。なお、申し込みには保護者の同意が必要で
す。 
●参加資格　小学校１年生から高校３年生までの児童、生
徒で定例の練習日に参加できる人 
●入団説明会　５月１３日（土）午前１０時～みどりの家 
　なお、体験入団ができます。体験日等は次のとおりです。 
★４月１５日（土）午前１０時～正午、きらきら広場 
★４月２２日（土）午前１０時～正午、みどりの家 
●定例練習　原則として毎週土曜日 
★第３・５土曜日午前１０時～正午、きらきら広場 
★第１土曜日午後１時３０分～３時３０分、きらきら広場 
★第２・４土曜日午前１０時～正午、みどりの家 
●団員　入団金１,０００円、団費月額１,５００円、制服貸
与料年額２,０００円（他に楽譜代などが必要となります） 
●今年度の主な予定 
・５月２０日（土）岐阜各務原児童合唱団合同演奏会参加 
・８月２７日（日）愛知県少年少女合唱連盟第１０回合唱
フェスティバル参加 
●申込・問合先　生涯学習課文化振興係（〒４８２―８６
８６（住所不要）☎３８―５８１９）まで。 
 

いわくら少年少女合唱団第１３期生を募集します 

市
制
３５
周
年
記
念
　
文
化
講
演
会
 

「
童
門
冬
二
講
演
会
」
 

ど
う
　
　
も 
ん
　   

ふ
ゆ
　
　
　
じ 

皆
さ
ん
の
文
化
活
動
を
応
援
し
ま
す
 

ま
ち
づ
く
り
文
化
振
興
 

事
業
に
助
成
し
ま
す
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●
市
政
の
窓
●
 

　
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
に
つ
い
て
は
、

現
在
４
歳
未
満
児
ま
で
の
入
院
・
通
院
、

４
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
第
１
子

の
入
院
お
よ
び
第
２
子
以
降
の
入
院
・
通

院
に
係
る
自
己
負
担
分
を
助
成
し
て
い
ま

す
が
、
新
た
に
、
４
月
１
日
診
療
分
か
ら

第
１
子
の
通
院
に
つ
い
て
も
助
成
し
ま
す
。
 

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
 

●
助
成
の
対
象
　
小
学
校
入
学
前
の
乳
幼

児（
小
学
校
入
学
直
前
の
３
月
３１
日
ま
で
） 

●
助
成
の
範
囲
　
入
院
、
通
院
に
係
る
自

己
負
担
分
 

●
助
成
の
方
法
　
４
歳
未
満
児
、
４
歳
か

ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
第
２
子
以
降
の

助
成
は
、
従
来
ど
お
り
「
乳
幼
児
医
療
費

受
給
者
証
」
を
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
新

た
に
、
４
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
第
１
子

の
助
成
に
対
し
て
「
乳
幼
児
医
療
費
受
給

者
証
」
を
交
付
し
ま
す
の
で
診
療
を
受
け

る
と
き
は
、
医
療
機
関
の
窓
口
に
健
康
保

険
証
と
と
も
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
申
請
方
法
　
平
成
１２
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
１４
年
２
月
２８
日
生
ま
れ
の
対
象
者
に

は
、
４
月
初
旬
に
市
民
窓
口
課
か
ら
「
受

給
者
証
交
付

申
請
書
」
と

「
乳
幼
児
医

療
費
受
給
者

証
」
を
送
付

し
ま
す
の
で
、

交
付
申
請
書

を
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
交
付

申
請
書
が
届

か
ず
、
該
当

す
る
と
思
わ

れ
る
人
は
、

お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
他
の
制
度
（
障
害
者
医
療
費
、

母
子
家
庭
等
医
療
費
）
の
受
給
対
象
者
の

人
は
、
そ
の
制
度
で
助
成
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
平
成
１４
年
３
月
１
日
以
降
生
ま

れ
の
人
は
、
４
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
に
、
被

保
険
者
証
と
有
効
期
間
の
切
れ
た
受
給
者

証
を
お
持
ち
の
う
え
、
市
民
窓
口
課
へ
受

給
者
証
の
交
付
申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
７
）
ま
で
。
 

      　
岩
倉
市
で
は
、
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
の
基
本
目
標
で
「
安
心
し
て
子
育
て

を
す
る
た
め
に
」
の
な
か
に
あ
る
保
育
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
・
児
童
の
健
全
育
成
の
推

進
と
し
て
平
成
１８
年
度
か
ら
次
の
事
業
を

行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

●
保
育
園
の
延
長
保
育
を
す
べ
て
の
園
で

午
後
７
時
ま
で
実
施
　
一
部
の
保
育
園
で

午
後
６
時
３０
分
ま
で
と
な
っ
て
い
た
延
長

保
育
を
、
全
園
午
後
７
時
ま
で
実
施
し
ま

す
。
午
後
５
時
３０
分
以
降
の
保
育
に
つ
い

て
は
、
延
長
保
育
料
の
ご
負
担
を
お
願
い

し
ま
す
。
費
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

１
日
当
た
り
の
延
長
保
育
料
 

★
３０
分
以
内
…
５０
円
 

★
１
時
間
以
内
…
１
０
０
円
 

★
１
時
間
３０
分
以
内
…
１
５
０
円
 

●
休
日
保
育
事
業
　
現
在
、
保
育
園
に
在

園
し
て
い
る
児
童
の
保
護
者
が
日
曜
日
、

祝
日
等
に
恒
常
的
ま
た
は
、
継
続
的
に
勤

務
を
さ
れ
て
い
る
場
合
、
事
前
の
申
し
込

み
に
よ
り
下
寺
保
育
園
で
保
育
を
実
施
し

ま
す
。
費
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

１
日
当
た
り
の
休
日
保
育
料
 

★
３
歳
未
満
児
…
２
千
５
０
０
円
 

★
３
歳
児
…
１
千
１
０
０
円
 

★
４
・
５
歳
児
…
１
千
円
　
 

●
認
可
外
保
育
所
入
所
児
童
補
助
金
交
付

事
業
　
平
成
１８
年
度
か
ら
家
庭
福
祉
員
制

度
に
変
わ
り
、
認
可
外
保
育
所
入
所
児
童

補
助
金
交
付
事
業
を
開
始
し
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
保
育
に
欠
け
る
児
童
で
認
可
外

保
育
所
に
入
所
を
希
望
さ
れ
る
０
歳
か
ら

２
歳
児
の
児
童
の
保
護
者
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。
 

補
助
金
額
（
月
額
）
 

★
０
歳
児
…
１
万
５
千
円
 

★
１
歳
児
…
１
万
円
 

★
２
歳
児
…
５
千
円
 

●
児
童
館
の
日
曜
・
祝
日
開
館
　
児
童
館

を
学
校
区
で
１
館
日
曜
日
、
祝
日
等
に
開

館
い
た
し
ま
す
。
子
ど
も
だ
け
で
も
ま
た

親
子
で
も
利
用
が
で
き
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
☎
３
８
―

５
８
１
０
）
ま
で
。
 

助成の範囲 

申請方法 
●平成１２年４月２日～平成１４年２月２８日生まれの対象者 
４月初めに受給者証交付申請書、受給者証をご家 
庭に郵送します。 
※岩倉市で初めて受給者証の交付を受ける乳幼児 
　には、申請書のみ郵送します。 
　受給者証は、申請書の提出後に郵送します。 

申請書に必要事項を記入後、市役所に申請書を返 
送してください。 

４歳の誕生 
月の翌月 

申請のため市役所 
に越しください 

●平成１４年３月１日以降生まれの対象者 

受給者証を 
交付します 

入院 

通院 

０歳～ 
４歳未満児 第１子 

助成対象 
（受給者証あり） 

助成対象 
（新たに受給者証交付） 

助成対象 
（受給者証あり） 

第２子以降 

４歳～小学校入学前 
第
１
子
の
乳
幼
児
（
４
歳 

か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
）の
通 

院
医
療
費
を
助
成
し
ま
す 

次
世
代
育
成
支
援
事
業
の 

新
た
な
取
り
組
み
を
お
知 

ら
せ
し
ま
す 
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●
市
政
の
窓
●
 

      　
老
人
福
祉
法
及
び
老
人
保
健
法
に
基
づ

く
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
と
介
護
保
険
法

に
基
づ
く
介
護
保
健
事
業
計
画
は
、
法
に

よ
り
３
年
ご
と
に
見
直
し
を
行
う
こ
と
と

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
た
び
、
平
成
１８
年
度

か
ら
平
成
２０
年
度
の
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
同
時
配
布
し
ま

し
た
「
第
３
期
岩
倉
市
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
《
概
要

版
》
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
こ
れ
に
伴
い
、
介
護
保
険
料
額

と
所
得
段
階
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
の
で
、
第
１
号
被
保
険
者
で
あ
る

６５
歳
以
上
の
人
の
改
定
さ
れ
た
保
険
料
額

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
表
）
。
 

　
年
金
か
ら
介
護
保
険
料
が
引
か
れ
る
特

別
徴
収
の
人
に
は
「
仮
徴
収
額
特
別
徴
収

の
お
知
ら
せ
」
を
、
ま
た
、
銀
行
な
ど
の

金
融
機
関
の
窓
口
や
口
座
振
替
で
納
め
て

い
た
だ
く
普
通
徴
収
の
人
に
は
「
納
入
通

知
書
（
仮
徴
収
額
通
知
書
）
」
を
４
月
上

旬
に
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　
な
お
、
保
険
料
額
を
算
定
す
る
基
礎
と

な
る
平
成
１７
年
中
の
所
得
金
額
等
が
確
定

し
て
い
な
い
た
め
、
ご
案
内
す
る
保
険
料

額
は
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
仮
徴
収
分
と

な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
度
所
得
金
額
の
確

定
後
、
本
徴
収
額
及
び
月
別
の
納
付
額
に

つ
い
て
は
、
７
月
中
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
 

●
介
護
保
険
被
保
険
者
証
が
更
新
さ
れ
ま

し
た
 

　
介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
が

平
成
１８
年
３
月
３１
日
で
切
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
新
し
い
被
保
険
者
証
を
３
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
し
た
。
新
し
い
被
保
険
者
証
は

有
効
期
限
が
あ
り
ま
せ
ん
（
要
支
援
・
要

介
護
認
定
の
有
効
期
間
は
あ
り
ま
す
）
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
古
い
被
保
険
者
証
は
、
４
月
以

降
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ハ
サ
ミ
で
切

断
す
る
な
ど
、
各
自
で
責
任
を
も
っ
て
破

棄
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
 

平成１８年度の所得段階別介護保険料 

普通徴収の保険料月額 

※年度途中に資格取得した場合や所得段階の変更などがあったときは表記のとおりにはなりません。 
※普通徴収の仮徴収額の算出方法 
　①前年度の保険料額を１２（納期の数）で割り、円未満を切り捨てる。                
　②①で算出された金額に４（仮徴収期間の納期数）をかけて、１００円未満を切り捨てた額が仮徴収額となる。 
　③②で算出された金額を４で割って、１００円未満を切り捨てた額を５月～７月の徴収額とする。 
　④②で算出された金額から５月～７月の保険料額の合計を引き、４月の徴収額とする。 
※年間の保険料額から仮徴収額を差し引き、納期数で割った金額です（１００円未満の端数は最初の納期に徴収）。 

（単位：円） 

平成１８～２０年度の基準額（月額） 

所得段階 

第１段階 

第１段階 

所得段階 仮徴収額 ４月 

７,５００ 

５月 

２,１００ 

６月 

１,８００ 

７月 本徴収額 ８月 

１５,２００ 

９月 

１,９００ 

１０月 

１,９００ 

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 保険料年額 

２２,７００ 

第２段階 ７,５００ ２,１００ １,８００ １５,２００ １,９００ １,９００ ２２,７００ 

第３段階 １１,３００ ２,９００ ２,８００ ２２,７００ ３,１００ ２,８００ ３４,０００ 

第４段階 １５,１００ ４,０００ ３,７００ ３０,３００ ４,４００ ３,７００ ４５,４００ 

第５段階 １８,９００ ４,８００ ４,７００ ３７,８００ ４,９００ ４,７００ ５６,７００ 

第６段階 ２２,７００ ５,９００ ５,６００ ４５,４００ ６,２００ ５,６００ ６８,１００ 

第７段階 ２６,４００ ６,６００ ６,６００ 

１,８００ 

１,８００ 

２,８００ 

３,７００ 

４,７００ 

５,６００ 

６,６００ 

１,８００ 

１,８００ 

２,８００ 

３,７００ 

４,７００ 

５,６００ 

６,６００ ５３,０００ ６,８００ ６,６００ 

１,９００ 

１,９００ 

２,８００ 

３,７００ 

４,７００ 

５,６００ 

６,６００ 

１,９００ 

１,９００ 

２,８００ 

３,７００ 

４,７００ 

５,６００ 

６,６００ 

１,９００ 

１,９００ 

２,８００ 

３,７００ 

４,７００ 

５,６００ 

６,６００ 

１,９００ 

１,９００ 

２,８００ 

３,７００ 

４,７００ 

５,６００ 

６,６００ 

１,９００ 

１,９００ 

２,８００ 

３,７００ 

４,７００ 

５,６００ 

６,６００ 

１,９００ 

１,９００ 

２,８００ 

３,７００ 

４,７００ 

５,６００ 

６,６００ ７９,４００ 

老齢福祉年金受給者で、本人および世帯全員が市民税非課 
税の人、生活保護を受給している人 

３,７８５円×０.５ 
×１２か月 

２２,７００円 

第２段階 
本人および世帯全員が市民税非課税で、「合計所得金額」と 
「課税年金収入額」が８０万円（年間）以下の人 

３,７８５円×０.５ 
×１２か月 

２２,７００円 

第３段階 本人および世帯全員が市民税非課税で、第２段階以外の人 
３,７８５円×０.７５ 
×１２か月 

３４,０００円 

第４段階 
本人が市民税非課税の人（世帯内に住民税課税者がいる 
場合） 

３,７８５円×１.０ 
×１２か月 

４５,４００円 

第５段階 
本人に市民税が課税されていて、合計所得金額が２００万円 
未満の人 

３,７８５円×１.２５ 
×１２か月 

５６,７００円 

第６段階 
本人に市民税が課税されていて、合計所得金額が２００万円 
以上５００万円未満の人 

３,７８５円×１.５ 
×１２か月 

６８,１００円 

第７段階 

※老齢福祉年金…明治４４年（１９１１年）４月１日以前に生まれた人などに支給される年金です。 
※合計所得金額…「所得」とは実際の「収入」から「必要経費相当額」を差し引いた額です。 
※課税年金収入…老齢退職年金等の課税年金収入が対象であり、遺族年金・障害年金等の非課税年金収入は 
対象となりません。 

特別徴収の保険料月額 特別徴収の保険料平準化の金額所得 

本人に市民税が課税されていて、合計所得金額が５００万円 
以上の人 

所得段階 

第１段階 

第２段階 

第３段階 

第４段階 

第５段階 

第６段階 

第７段階 

３,７８５円×１.７５ 
×１２か月 

７９,４００円 

対　象　者 計算方法 

３,７８５円 （所得段階の第４段階の額） 

保険料年額 

３,８００円 

３,８００円 

５,７００円 

７,６００円 

９,５００円 

１１,４００円 

１３,３００円 

保険料月額 ●徴収額の平準化を行います 
　本来仮徴収の額は前年の２月徴収額と同
額を４・６・８月に徴収することとされて
おり、保険料の引き上げが行われる年度に
おいては、当該引き上げ分を年度後半で徴
収することとなり、１０月から大幅な引き
上げが生じます。この急激な負担増を防ぎ、
また、月額の保険料が均一になるよう、仮
徴収の６・８月から増額調整を行い、平成
１８年１０月から徴収額の平準化を行います。 

※平成１８年１０月からの平準化を行っ
た場合の所得段階別のめやすです。 
※特別徴収の仮徴収額の算出方法 
　①平成１８年４月の徴収額は、前年
　　度２月と同額です。 
　②年度の所得をもとに新しい年額
　　保険料額を２で割り、１００円未満
　　を切り捨てた額が仮徴収額とな
　　ります。          
　③仮徴収額から４月の保険料額を
　　引いた額の１/２が６月・８月の金
　　額です。 

●
問
合
先
　
生
き
が
い
課
介
護
保
険
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
１
）
ま
で
。
 

平
成
１８
年
度
か
ら
の 

第
１
号
被
保
険
者
の
介
護 

保
険
料
を
見
直
し
ま
し
た 
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●
市
政
の
窓
●
 

チ
ッ
ク
製
の
商
品
そ
の
も
の
」
や
「
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
」
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
資
源
収
集
袋
に
入
れ
て
出
せ
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
か
ど

う
か
迷
っ
た
場
合
の
見
分
け
方
を
図
の
と

お
り
示
し
ま
し
た
の
で
、
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。
 

　
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
を
正
し
く
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
生
活
環
境
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
８
）
ま
た
は
、
清
掃

事
務
所
（
☎
６
６
―
５
９
１
２
）
ま
で
。
 

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
用
指

定
収
集
袋
は
岩
倉
市
指
定
収
集
袋
取
扱
店

（
市
内
の
ス
ー
パ
ー
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
・
小
売
店
等
）
で
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
。
 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
収

集
袋
に
他
の
も
の
を
混
ぜ
な
い
で
 

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
収
集

袋
に
入
れ
て
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
、
商
品
を
入
れ
た
も

の
（
容
器
）
や
包
ん
だ
も
の
（
包
装
）
で

商
品
が
消
費
さ
れ
た
り
分
離
さ
れ
た
場
合

に
不
要
と
な
る
も
の
で
す
。
 

　
洗
面
器
や
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
「
プ
ラ
ス
 

　
岩
倉
市
で
は
、
４
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
資
源
収
集
袋
の
特
大
サ
イ

ズ
（
４５
㍑
）
の
販
売
を
開
始
し
ま
す
。
 

　
こ
れ
ま
で
の
大
サ
イ
ズ
（
３０
㍑
）
も
継

続
し
て
販
売
さ
れ
ま
す
の
で
、
４
月
以
降

は
ご
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
資
源
の
量
に
応
じ
て
使
い
分

け
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

【岩倉桜まつり協賛　書道連盟作品展】 

●と　き　４月３日（月）～８日（土） 

●問合先　水野（☎３７―４８７５）まで。 

【楠暁子　日本画展】 

●と　き　４月２４日（月）～３０日（日） 

●問合先　水野（☎３７―４８７５）まで。 

市民ギャラリー 　市役所１階には、情報サロンやミニステージ、児童コー
ナー、２階には市民ギャラリーやレストランなど、市民の
皆さんに利用していただけるスペースがあります。皆さん、
ぜひ、ご利用ください。 
●利用時間　午前８時３０分～午後９時（第２日曜日、祝
日、年末および年始は休みです）ただし、レストランの営
業時間は、振替休日を除く月～土曜日の午前９時から午後
６時までです。 

プラスチック製容器包装資源かどうか 
迷った場合の見分け方 

※この見分け方に当てはまらない場合もあります。 

それはプラスチックでできていますか？ 

プラスチック製容器包装資源 
として出してください。 

次のようなものがプラスチック製容器包装資源の主な 
ものです。 

燃やしてもいいごみまたは 
分別収集に出してください。 

ボトル類 

トレイ類 その他（発泡スチロール、 
ネットなど） 

ポリ袋・ラップ類 カップ・パック類 

マークがついているものはすべてプラスチック製 
容器包装資源です。 

いいえ 

それは商品を入れたり包んであったものですか？ 

燃やしてはいけないごみまたは 
分別収集に出してください。 

いいえ 

それは　  マークのペットボトル以外ですか？ 

ペットボトルは 
分別収集に 
出してください。 

いいえ 

はい 

はい 

はい 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装 

資
源
収
集
袋
の
特
大
サ
イ
ズ 

（
４５
㍑
）を
発
売
し
ま
す 
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●
市
政
の
窓
●
 

岩
倉
市
の
高
齢
者
福
祉 

　
岩
倉
市
で
は
、
高
齢
者
の
人
に
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

【
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
】
 

　
日
常
生
活
に
お
い
て
社
会
活
動
が
容
易

に
で
き
る
よ
う
チ
ケ
ッ
ト
を
お
渡
し
し
て
、

タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
 

●
対
象
者
　
満
８５
歳
以
上
の
人
 

●
助
成
額
　
１
乗
車
に
つ
き
、
タ
ク
シ
ー

基
本
料
金
と
迎
車
料
金
（
タ
ク
シ
ー
乗
車

料
金
と
助
成
額
と
の
差
額
は
利
用
者
の
負

担
と
な
り
ま
す
）
 

●
交
付
枚
数
　
月
２
枚
分
の
チ
ケ
ッ
ト
を

申
請
の
月
か
ら
当
該
年
度
分
を
一
括
交
付

し
ま
す
。
 

※
申
請
に
は
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

【
リ
フ
ト
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
】
 

　
在
宅
ね
た
き
り
の
高
齢
者
や
身
体
障
害

者
が
、
外
出
を
容
易
に
で
き
る
よ
う
チ
ケ

ッ
ト
を
お
渡
し
し
、
リ
フ
ト
タ
ク
シ
ー
料

金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
 

●
対
象
者
 

★
ね
た
き
り
の
高
齢
者
…
市
が
認
定
し
た

在
宅
ね
た
き
り
の
人
 

★
障
害
者
…
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
（
体

幹
お
よ
び
下
肢
）
を
お
持
ち
で
施
設
に
入

所
し
て
い
な
い
人
 

●
助
成
額
　
１
乗
車
に
つ
き
乗
車
料
金
の

半
額
を
助
成
し
ま
す
（
限
度
額
５
千
円
）
。
 

●
交
付
枚
数
　
月
１
枚
分
の
チ
ケ
ッ
ト
を

申
請
の
月
か
ら
当
該
年
度
分
を
一
括
交
付

し
ま
す
。
 

※
申
請
に
は
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

【
シ
ル
バ
ー
優
待
証
明
カ
ー
ド
】
 

　
名
古
屋
港
水
族
館
な
ど
の
施
設
の
入
場

料
が
無
料
ま
た
は
、
軽
減
さ
れ
る
カ
ー
ド

を
お
渡
し
し
ま
す
。
 

●
対
象
者
　
満
６５
歳
以
上
の
人
 

●
利
用
で
き
る
施
設
 

★
名
古
屋
港
ポ
ー
ト
ビ
ル
（
名
古
屋
海
洋

博
物
館
、
展
望
室
）
、
南
極
観
測
船
ふ
じ

…
無
料
 

★
名
古
屋
港
水
族
館
…
入
場
料
が
軽
減
さ

れ
て
、
料
金
が
１
千
円
と
な
り
ま
す
。
 

※
特
別
の
催
し
物
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
 

【
家
具
転
倒
防
止
器
具
取
り
付
け

サ
ー
ビ
ス
】
 

　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
、
心
身
障

害
者
だ
け
で
生
活
し
て
い
る
家
庭
に
対
し

て
、
地
震
な
ど
に
よ
る
家
具
の
転
倒
を
防

ぐ
た
め
家
具
転
倒
防
止
器
具
を
無
料
で
取

り
付
け
ま
す
。
 

●
対
象
者
 

★
市
が
認
定
し
た
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
 

★
高
齢
者
夫
婦
世
帯
（
配
偶
者
と
も
に
７５

歳
以
上
）
 

★
重
度
心
身
障
害
者
の
み
で
構
成
さ
れ
て
 

い
る
世
帯
 

●
転
倒
防
止
器
具
取
り
付
け
対
象
家
具
　

洋
服
ダ
ン
ス
、
和
ダ
ン
ス
、
整
理
ダ
ン
ス
、

茶
ダ
ン
ス
 

※
申
請
に
は
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
借
家
の
場
合
は
家
屋
所
有
者
の

同
意
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

【
高
齢
者
等
賃
貸
住
宅
住
み
替
え

助
成
】
 

　
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
ま
た
は
、

こ
れ
に
準
ず
る
賃
貸
住
宅
に
住
み
替
え
を

す
る
場
合
、
そ
の
住
み
替
え
に
か
か
る
費

用
の
半
額
を
助
成
し
ま
す
。
 

●
対
象
者
　
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
 

い
る
満
６５
歳
以
上
の
人
、
障
害
者
（
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
を
お
持
ち
の

人
）
ま
た
は
、
こ
れ
ら
の
人
を
現
に
扶
養

し
、
同
居
し
て
い
る
人
 

●
助
成
額
　
引
っ
越
し
費
用
お
よ
び
退
去

に
伴
う
修
繕
費
用
の
２
分
の
１
（
限
度
額

２０
万
円
）
 

●
そ
の
他
　
所
得
要
件
な
ど
が
あ
り
ま
す

の
で
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

※
申
請
に
は
印
鑑
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

●
申
込
・
問
合
先
　
生
き
が
い
課
ふ
れ
あ

い
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
１
）
ま
で
。
 

　平成１８年度から次のとおり、一部の事業について見直し
や廃止をさせていただくことになりました。 
　ご不便をおかけすることもあるかと思いますが、ご理解と
ご協力をよろしくお願いいたします。 
【内容が一部変更となった事業】 
●生活支援型給食サービス事業　月曜日から金曜日までの週
５日間の夕食の配達が、原則として年末年始を除く、月曜日
から日曜日までの週７日間となります。 
●ひとり暮らし老人牛乳無料配達事業　週７本が週４本、３
回の白牛乳のみの配達に変更となります。 
●緊急通報システム設置事業　設置および保守点検時に自己
負担が必要となります。 
●高齢者住宅改善費助成事業　要介護認定者を対象としてい
ましたが、自立判定者も対象となります。 
●移送サービス事業　前年度市民税非課税世帯の満６５歳以
上の人、重度身体障害者を対象としていましたが、福祉有償
運送がスタートしたことに伴い、対象者を要介護認定審査に
おいて「自立」と判定された公共交通機関の利用が困難な人
等とさせていただきます。 
※福祉有償運送とは、ＮＰＯ法人等が行う移動制約者（要介
護認定者、身体障害者など）を対象とする移送サービスです。 
【平成１８年３月末をもって廃止となった事業】 
★ひとり暮らし老人ふれあい訪問事業 
★ひとり暮らし老人給食サービス事業 
★老人公衆浴場無料入浴事業 
★ホームヘルパー養成研修受講料助成事業 
●問合先　生きがい課ふれあい係・介護保険係（☎３８―５
８１１）まで。 

事業の一部を見直します 
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岩倉市の高齢者福祉事業 

内　　　　　　　　　　容 備　考 事　　業　　名 

※アセスメント…サービスを利用しようとする人が、そのサービスが必要であるかどうかの評価。 
　なお、ひとり暮らし老人、ねたきり老人、認知症老人は、それぞれ認定が必要になります。また、高齢者夫婦世帯とは夫婦ともに 
７５歳以上の世帯となります（緊急通報システム設置事業は７０歳以上）。 
 
●詳しくは、生きがい課（☎３８―５８１１）までお問い合わせください。 

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人 

高
齢
者
夫
婦
世
帯 

ね
た
き
り
老
人 

認
知
症
老
人 

要
介
護
認
定（
自
立
） 

要
介
護
要
支
援
認
定 

６５
歳
以
上 

安否確認等を目的に週３回（４本）白牛乳を配達します。 ひとり暮らし老人 
牛乳無料配達 

聞き取り調査で承認された人を対象に月曜日から日曜日 
まで夕食を配達します（年末年始を除く）。 

１食３４０円 
※アセスメントあり 

設置および保守点検 
時に自己負担あり 

所得要件あり 

一部自己負担あり 

生活支援型 
給食サービス 

火災・ガスセンサー等を併用した緊急通報装置を設置し、 
急病・火災・ガス漏れ発生時に速やかに救助の手段を 
講じます。 

緊急通報システム 
設置 

電話を引くことができない老人に電話を設置します 
（設置工事費、毎月の基本料金を公費で負担）。 福祉電話設置 

対象者の使用する寝具を回収し、丸洗乾燥（年３回）、 
乾燥（年３回）を行います（隔月実施）。 寝具丸洗・乾燥 

課税状況により有料 
※アセスメントあり 

介護保険要介護認定で「自立」と判定された人等に介護 
保険法の在宅サービスに替わるホームヘルプサ－ビスを 
提供します。 

ホームヘルプ 
サービス 

課税状況により有料 
※アセスメントあり 

介護保険要介護認定で「自立」と判定された人等に介護保 
険法の在宅サービスに替わるショートステイを提供します。 ショートステイ 

課税状況により有料 
※アセスメントあり 

介護保険要介護認定で「自立」と判定された人等に介護保 
険法の在宅サービスに替わるデイサービスを提供します。 デイサービス 

課税状況により有料 

ねたきり老人等を介護している人に手当てを支給します 
（月額　５,０００円）。 

ねたきり老人等 
介護者手当 

電磁調理器等の用品を給付します。 老人日常生活 
用具給付 

理容師が対象者宅を訪問し理髪を行います（年６回実施）。 ねたきり老人 
無料理髪 

在宅で介護をしている人に介護用品（紙おむつ）を支給し 
ます。 紙おむつ支給 非課税世帯 

非課税世帯 

要介護 
４･５ 

要介護 
４･５ 

介護保険要介護認定で「自立」と判定された公共交通機関 
の利用が困難な人等に医療機関への通院や公的機関での 
諸手続きなどに移送サービスを行います。 

移送サ－ビス 

８５歳以上の人 高齢者の日常生活において社会活動が容易にできるよう、 
タクシー利用時の基本料金と迎車料金を助成します。 

すこやかタクシー 
料金助成 

通常の車での移動が困難なねたきり老人等にリフトタクシ 
ー利用チケットを交付し、料金の半額（上限　５,０００円）を 
助成します。 

リフトタクシー 
料金助成 

地震などによる家具の転倒を防ぐため家具転倒防止器具 
を取り付けます。 

家具転倒防止器具 
取付 

老齢福祉年金受給者 
で非課税世帯 介護サービス利用料を助成します。 老齢福祉年金 

受給者福祉助成金 

１か月５２５円の利用 
料と情報提供料を 
利用者が負担 

徘徊行動のある高齢者を介護している家族を対象に、受信 
用端末機を身に付けることで、徘徊した場合、徘徊高齢者 
を検索し、位置を確認するものです。 

徘徊高齢者家族 
支援サービス 

非課税世帯 在宅で介護している人で１年間介護保険のサービスを受け 
ない家族を対象に、介護慰労金を支給します。 

家族介護者慰労金 
助成 

所得要件あり 
高齢者等の世帯が、優良賃貸住宅または、これに準ずる住 
み替えをする場合、引越しにかかる費用の半額（上限２０万 
円）を助成します。 

高齢者等賃貸住宅 
住み替え助成 

生計中心者の課税 
状況要件あり 住宅改善等に要する経費を助成します（上限５０万円）。 高齢者住宅 

改善費助成 

本人・扶養義務者に 
負担金あり 

身体的には自立可能だが、環境上の理由および経済的理 
由により家庭で生活することが困難な人を養護老人ホー 
ムへ入所措置します。 

養護老人ホーム 
入所措置 

○ 

○ ○ 

○ ○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ ○ 

○ ○ 

○ 

○ 

○ ○ 

○ 

○ 

○ ○ 

○ ○ 

○ 

夫婦共 
に７０歳 
以上 
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下水道が使用できる区域 

１８年度から使用できる区域 

凡　　例 

平成１９年度使用予定区域 

平成２０年度使用予定区域 

４
月
１
日
か
ら 

下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
が
広
が
り
ま
す 

　
４
月
１
日
か
ら
中
央
町
、
大
地
新
町
、

栄
町
、
旭
町
の
一
部
の
区
域
で
下
水
道
が

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

　
区
域
内
の
人
は
、
下
水
道
へ
の
接
続
工

事
（
排
水
設
備
工
事
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
浄
化
槽
を
お
使
い
の
場
合
は
、
速
や
か
 

に
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

　
く
み
取
り
便
所
を
お
使
い
の
場
合
は
、

３
年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造
し
、
公
共

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
 

　
ま
た
、
す
で
に
下
水
道
が
使
用
で
き
る

区
域
内
の
人
で
、
下
水
道
へ
の
接
続
工
事

を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
速
や
か
に
工
事
 

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

受
益
者
負
担
金
 

　
下
水
道
整
備
区
域
内
に
土
地
を
所
有
し

て
い
る
人
は
、
負
担
金
が
賦
課
さ
れ
ま
す
。
 

　
た
だ
し
、
そ
の
土
地
が
、
地
上
権
、
質

権
、
使
用
貸
借
ま
た
は
、
賃
貸
借
に
よ
る

権
利
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
権
利
者
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
対
象
地
域
の
皆
さ
ん
へ

下
水
道
受
益
者
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

工
事
は
指
定
工
事
店
で
　
 

　
排
水
設
備
工
事
や
ト
イ
レ
の
水
洗
化
工

事
は
、
市
が
指
定
し
た
工
事
店
で
な
け
れ

ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。
表
の
「
指
定
工

事
店
」
か
ら
選
ん
で
工
事
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
 

排
水
設
備
工
事
費
の
融
資
を
あ
っ
せ
ん

　
下
水
道
の
排
水
設
備
の
設
置
に
は
、
次

の
改
造
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
（
無
利

子
）
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

人
は
指
定
工
事
店
を
通
し
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
 

　
た
だ
し
、
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
３
年
以
内
に
行
う
工
事
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
 

★
く
み
取
り
便
所
を
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造

す
る
工
事
…
６０
万
円
以
内
（
便
槽
が
１
か

所
増
す
ご
と
に
３０
万
円
以
内
を
加
算
）
 

★
浄
化
槽
を
廃
止
す
る
工
事
…
３０
万
円
以

内
（
浄
化
槽
が
１
か
所
増
す
ご
と
に
１５
万

円
以
内
を
加
算
）
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●問合先　下水道課計画管理係（☎３８―５８１５）まで。 

平成１８年３月１日現在　５４社 岩倉市下水道排水設備指定工事店一覧 
指定工事店名 住　　　所 電話番号 

㈲新井工業 新柳町２―５６ 
㈱イチテック岩倉支店 西市町西市２６メゾンサクライ１０２号 
伊藤水道工業㈱岩倉支店 中本町古市場５３―３ 
井戸惣工業㈱ 江南市東野町郷前西１１ 
㈲今井工業所 一宮市桜１―１７―１０ 
㈲内田水道設備工事店 小牧市若草町１０ 
㈱江口組 中本町西出口１ 
㈱エスケーシー 豊田市吉原町鶴喰６８ 
㈱大崎工務店岩倉支店 中央町３―１５ 
㈲岡田工業 海部郡蟹江町学戸４―６ 
㈱小川工業 江南市高屋町大門９９―２ 
協立設備工業㈱ 名古屋市千種区高見１―１８―９ 
栗本土木㈱ 八剱町１７２１―１ 
㈱光栄設備 大府市共西町７―３６０ 
後藤設備 一宮市泉１―２―７ 
㈲小森管工 神野町川添１６―２ 
サカイ技研㈱一宮工場 一宮市丹陽町九日市場字中田１６１ 
桜井工業㈱ 西市町西野々２０ 
㈱佐藤水工社 小牧市小木５―４３６ 
㈲佐藤設備 西春日井郡師勝町大字六ツ師字松葉１１５ 
㈱ジェーケー・サービス 江南市古知野町熱田２０ 
昭和土建㈱岩倉支店 大地新町１―８４ 
㈲関戸建設 西市町新田１９ 
関戸工業㈱ 西市町桝東１０―２ 
㈱大栄企業 中本町南白山１―１５ 
㈲大永設備 西春日井郡西春町大字西之保字青野２４ 
大興建設㈱岩倉支店 新柳町１―２７ 
㈲ダイワ設備 名古屋市西区上橋町１０３ 
竹内建築㈱ 東町長山１８―１ 
㈱タテビシ 本町宮東２８―２ 
中日土木㈱岩倉支店 八剱町６６―１ 
中部オーケー商事㈱ 名古屋市名東区植園町１―４１植園１０１号 
㈲富田設備 名古屋市守山区新守西２００３ 
㈱永井組岩倉支店 曽野町中街道６１７―１ 
永井建設工業㈱岩倉支店 北島町１３４８ 
㈲永田設備工業 一宮市今伊勢町宮後字東茶原４２―５ 
㈱丹羽組 神野町縄境７ 
㈱丹羽工務店 大市場町郷廻２３４ 
㈱長谷川組岩倉支店 稲荷町羽根１２―６ 
㈲八信建設 八剱町樋口１７―１ 
ハヤカワ工業㈱ 一宮市桜２―２―１０ 
㈲日野設備 一宮市緑３―６―１ 
船橋設備㈱ 一宮市下沼町２―２１―３ 
㈱間瀬設備工業 旭町２―３９―２ 
㈱松本工務店 大市場町順喜２７―１ 
㈱三学エンジニア 名古屋市名東区一社３―９７―１ 
御幸建設㈱岩倉支店 本町上郷前１９―３ 
明生工業 一宮市大字春明字山前７０―１６ 
㈱ヤジマ 江南市宮後町砂場東２７３ 
㈱山新設備 津島市唐臼町西島３３ 
㈲山本建設 野寄町７４ 
㈲ユタカ設備 下本町西沼７０―２ 
㈱吉田冷暖房工業所 名古屋市北区六が池町５６６ 
㈱渡邊組岩倉支店 石仏町たり４５ 

３７―０３５３,３８―０２０４ 
３７―３４４１ 
３７―１３４５ 
５６―２４７２ 

０５８６―７２―７７１２ 
０５６８―７５―０８４８ 

６６―５１０８ 
０５６５―５４―１７４６ 

３７―４８３４ 
０５６７―９５―８６８３ 

５５―９０４１ 
０５２―７５１―２００４ 

６６―３３３３ 
０５６２―４８―３３４４ 
０５８６―７２―８５６１ 

３７―５８２３ 
０５８６―８１―５６５０ 

３７―２２０５ 
０５６８―７３―４１９１ 
０５６８―２２―５７２６ 

５４―０５００ 
３７―６６２５ 
６６―２１９１ 
６６―６３３６ 
６６―３３２１ 

０５６８―２２―８２１９ 
６６―０７９２ 

０５２―５０４―６１８０ 
６６―２１１８ 
３７―２７３４ 
６６―７７５８ 

０５２―７０４―２５８８ 
０５２―７９１―４６７６ 

６６―６４００ 
６６―７８４０ 

０５８６―４６―２８８８ 
３７―７０００ 
６６―０５５０ 
６６―５２２９ 
３７―３９６２ 

０５８６―７１―４４７５ 
０５８６―２４―２４５１ 
０５８６―７１―３００２ 

３７―５７６７ 
６６―１１６８ 

０５２―７８２―２２６０ 
６６―７０１３ 

０５８６―７６―２９３５ 
５４―０２２７ 

０５６７―３１―０４２７ 
３７―３６６６ 
６６―１８６０ 

０５２―９０１―４４７６ 
６６―６４６２ 
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●
市
政
の
窓
●
 

狂
犬
病
と
は
？
 

　
神
経
が
侵
さ
れ
る
病
気
で
、
人
は
も
ち

ろ
ん
ね
こ
、
キ
ツ
ネ
、
牛
、
馬
な
ど
の
温

血
動
物
す
べ
て
に
感
染
す
る
不
治
の
病
で

す
。
 

日
本
で
の
狂
犬
病
は
？
 

　
日
本
で
は
昭
和
３２
年
以
来
、
狂
犬
病
の

発
生
を
見
て
い
ま
せ
ん
が
、
外
国
で
は
、

毎
年
１
万
頭
か
ら
２
万
頭
の
狂
犬
病
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
海
外
と
の
交
流
が
容
易

に
な
っ
た
昨
今
、
日
本
が
狂
犬
病
の
ウ
イ

ル
ス
で
汚
染
さ
れ
る
危
険
性
は
十
分
考
え

ら
れ
ま
す
。
 

予
防
方
法
は
？
 

　
狂
犬
病
に
は
有
効
な
治
療
法
が
な
い
た

め
感
染
し
な
い
よ
う
に
免
疫
を
つ
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
日
本
で
は
「
狂
犬
病
予

防
法
」
に
よ
り
飼
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射
 

を
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
後
９０
日
を
過
ぎ
た
ら
必
ず
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
を
し
て
く
だ
さ
い
。
狂

犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
１
回
必
ず
受
け
て

く
だ
さ
い
。
 

　
岩
倉
市
で
は
、
表
の
と
お
り
狂
犬
病
予

防
集
合
注
射
を
行
い
ま
す
。
日
時
を
確
認

の
う
え
、
最
寄
り
の
会
場
で
お
受
け
く
だ

さ
い
。
 

　
す
で
に
登
録
を
済
ま
せ
て
い
る
飼
養
者

に
は
、
「
狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知
ら

せ
」
は
が
き
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
注
射

会
場
に
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
記
載

内
容
に
誤
記
、
変
更
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

そ
の
内
容
を
訂
正
の
う
え
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
問
診
票
は
飼
養
者
が
必
ず
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
 

　
注
射
料
金
は
１
頭
３
千
３
０
０
円
で
す

（
内
訳
…
注
射
料
金
２
千
７
５
０
円
、
注

射
済
票
交
付
料
５
５
０
円
）
。
登
録
さ
れ
 

て
い
な
い
犬
は
別
途
登
録
手
数
料
３
千
円

が
必
要
で
す
。
お
つ
り
の
要
ら
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
事
故
防
止
の
た
め
、
会
場
へ
は
飼
犬
を

制
御
で
き
る
人
が
お
連
れ
く
だ
さ
い
。
 

　
犬
の
ふ
ん
は
飼
養
者
が
責
任
を
持
っ
て

始
末
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
個
別
に
動
物
病
院
で
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
ら
れ
た
場
合
は
、
注
射
済
票
の
交

付
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
獣
医
師
発
行
の
「
狂
犬
病

予
防
注
射
済
証
明
書
」
を
お
持
ち
に
な
り

環
境
保
全
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
（
注
射

済
票
交
付
料
５
５
０
円
が
必
要
で
す
）
。

ま
た
、
病
気
や
高
齢
な
ど
の
理
由
で
予
防

注
射
が
受
け
ら
れ
な
い
と
き
は
、
獣
医
師

発
行
の
「
狂
犬
病
予
防
注
射
猶
予
証
明

書
」
を
環
境
保
全
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
 

　
登
録
後
、
犬
が
死
亡
し
た
り
、
犬
の
所

在
地
や
飼
養
者
な
ど
が
変
わ
っ
て
い
た
り

す
る
場
合
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、

環
境
保
全
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
啓
発
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
８
）
ま
で
。
 

      　
市
民
の
皆
さ
ん
の
花
を
通
し
て
の
ふ
れ

あ
い
や
交
流
が
積
極
的
に
行
わ
れ
、
緑
と

花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、

今
年
度
も
花
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま

す
。
 

　
ま
た
、
同
時
に
花
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
審

査
員
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
花
に
興
味
の

あ
る
人
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
 

花
の
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集
 

●
応
募
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
人
で
、

鉢
、
プ
ラ
ン
タ
ー
類
、
庭
、
垣
根
、
壁
面
、

農
地
等
が
花
で
飾
ら
れ
、
快
適
な
環
境
と

景
観
を
つ
く
り
、
地
域
の
美
化
に
貢
献
し

て
い
る
個
人
、
も
し
く
は
団
体
 

狂犬病予防集合注射日程表 
と　き ところ 

八剱会館 午後１:００～１:４０ 

石仏会館 午後２:００～２:４０ 

大矢公園（栄町） 午後３:００～３:３０ 

北島町公会堂 午後１:００～１:４０ 

野寄町公会堂 午後２:００～２:４０ 

大上市場会館 午後３:００～３:３０ 

下本町神明生田神社 午後１:００～１:４０ 

稲荷町稲荷社 午後２:００～２:４０ 

曽野町公会堂 午後３:００～３:３０ 

東町会館 午後１:００～１:４０ 

西市町新いづみ公園 午後２:００～２:４０ 

川井町白山社 午後３:００～３:３０ 

大地町坂折社 午後１:００～１:４０ 

大山寺町生田明神社 午後２:００～２:４０ 

大市場町公会堂 午後３:００～３:３０ 

八剱会館 午後１:００～１:４０ 

稲荷町稲荷社 午後２:００～２:４０ 

下本町神明生田神社 午後３:００～３:３０ 

時　間 

４月１０日（月） 

４月１１日（火） 

４月１２日（水） 

４月１３日（木） 

４月１４日（金） 

４月２６日（水） 

狂
犬
病
予
防
注
射
を 

受
け
ま
し
ょ
う 

花
の
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
・ 

審
査
員
を
募
集
し
ま
す 
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●
市
政
の
窓
●
 

●
応
募
受
付
　
４
月
１０
日
　
〜
１７
日
　（
た

だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
）
ま
で

に
、
都
市
計
画
課
窓
口
に
置
い
て
あ
る
申

込
書
に
記
入
し
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
写
真
は
応
募
直
前
の
写
真
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
写
真
は
原
則
と
し
て

お
返
し
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
 

●
審
査
　
 

★
第
１
次
審
査
…
写
真
選
考
 

★
第
２
次
審
査
…
現
地
調
査
 

●
表
彰
　
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
入
選
、

佳
作
作
品
に
は
記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
す
。

そ
の
他
、
参
加
賞
も
あ
り
ま
す
。
 

審
査
員
募
集
 

●
審
査
内
容
　
写
真
選
考
、
現
地
調
査
 

●
審
査
日
時
　
４
月
２０
日
　
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
ご
ろ
 

●
応
募
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
か
勤
務

し
て
い
る
人
で
、
２０
歳
以
上
の
人
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
）
 

●
募
集
人
数
　
５
人
（
応
募
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）
 

●
募
集
期
間
　
４
月
１０
日
　
〜
１７
日
　（
た

だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
）
 

※
審
査
員
に
決
定
さ
れ
た
人
は
、
コ
ン
テ

ス
ト
へ
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
 

●
提
出
・
問
合
先
　
都
市
計
画
課
計
画
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
４
）
ま
で
。
 

      　
市
内
で
は
、
２
月
末
現
在
２５
件
の
空
き

巣
な
ど
の
侵
入
窃
盗
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
で
す
か
。
も
う
一

度
犯
罪
抑
止
の
た
め
に
、
わ
が
家
の
防
犯

対
策
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
昨
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
防
犯
対
策
助

成
金
制
度
は
、
２
月
末
日
現
在
で
２
８
５

世
帯
の
人
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
家
の
防
犯
対
策
に
、
こ
の
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

●
対
象
者
　
岩
倉
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
、

外
国
人
登
録
が
あ
り
、
居
住
し
て
い
る
世

帯
主
 

※
１
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
。
 

●
対
象
と
な
る
も
の
 

①
玄
関
お
よ
び
勝
手
口
等
出
入
口
の
鍵
を

交
換
ま
た
は
、
補
助
錠
、
サ
ム
タ
ー
ン
カ

バ
ー
、
ガ
ー
ド
プ
レ
ー
ト
等
の
取
り
付
け
。
 

②
サ
ッ
シ
等
を
防
犯
ガ
ラ
ス
に
交
換
ま
た

は
、
防
犯
フ
ィ
ル
ム
、
補
助
錠
、
格
子
等

の
取
り
付
け
。
 

③
共
同
住
宅
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ま
た
は
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
共
有
部
分
に
防
犯
カ

メ
ラ
ま
た
は
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り

付
け
。
 

④
住
居
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
ま
た
は
、
セ
ン
 

サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り
付
け
。
 

⑤
駐
車
場
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
、
セ
ン
サ
ー

ラ
イ
ト
ま
た
は
、
照
明
灯
の
取
り
付
け
。
 

⑥
自
家
用
車
両
（
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ

イ
・
自
転
車
）
に
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
カ
バ

ー
ま
た
は
、
盗
難
防
止
装
置
の
取
り
付
け
。
 

⑦
住
居
敷
地
内
に
玉
砂
利
等
を
敷
設
。
 

●
助
成
額
　
経
費
の
２
分
の
１
（
１
０
０

円
未
満
は
切
り
捨
て
）
で
限
度
額
５
千
円
 

※
平
成
１７
年
３
月
３１
日
以
前
の
防
犯
対
策
 

は
対
象
外
で
す
。
 

●
申
請
方
法
　
行
政
課
に
あ
る
申
請
書
に

口
座
番
号
な
ど
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
、
品
物
等
が
わ
か
る
領
収
書
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
助
成
金
は
振
り
込
み
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
口
座
番
号
の
わ
か

る
も
の
（
郵
便
局
は
除
く
）
と
印
鑑
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
 

●
申
込
・
問
合
先
　
行
政
課
（
☎
３
８
―

５
８
０
４
）
ま
で
。
 

      　
救
急
出
動
件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

１
月
の
救
急
出
動
件
数
は
１
７
９
件
で
、

過
去
の
最
多
出
動
件
数
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
中
に
は
、
緊
急
性
 

が
低
い
の
に
救
急
車
を
 

要
請
す
る
ケ
ー
ス
も
多
 

く
見
受
け
ら
れ
、
重
症
 

の
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
 

に
支
障
が
出
る
こ
と
が
 

心
配
さ
れ
ま
す
。
 

緊
急
性
が
高
い
と
き
と
は
？
 

★
意
識
が
な
い
と
き
 

★
呼
吸
困
難
で
あ
る
と
き
 

★
胸
が
痛
い
と
き
 

★
激
し
く
頭
が
痛
い
と
き
 

　
こ
ん
な
と
き
は
迷
わ
ず
１
１
９
番
通
報

を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
症
状
が
軽
い
場
合
は
、
ご
自
身
で
近
く

の
医
院
や
病
院
へ
行
く
、
ま
た
体
調
が
お

か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
早
め
に
受
診
す
る

な
ど
し
て
、
救
急
車
の
適
正
な
利
用
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
病
院
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
電
話

に
よ
る
案
内
と
愛
知
県
広
域
災
害
・
救
急

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

診
察
で
き
る
病
院
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
…
☎
０
５
８
６

―
７
２
―
１
１
３
３
 

愛
知
県
広
域
災
害
・
救
急
医
療
情
報
シ
ス

テ
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
…
 

 ●
問
合
先
　
消
防
署
（
☎
３
７
―
５
３
３

３
）
ま
で
。
 

（月） 

（月） 

（月） （木） 

（月） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 http://w

 

w
w
.qq.pref.aichi.jp

防
犯
対
策
助
成
金
交
付
制
度 

を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

救
急
車
の
適
正
利
用
に 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 

 

平成18年4月1日 19



●
市
政
の
窓
●
 

　
図
書
館
で
は
、
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
年
は
９
月
９
日
　
に
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
企
画
・
運
営
に
た
ず
さ
わ
っ

て
い
た
だ
く
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
 

　
主
な
活
動
内
容
は
、
人
形
劇
団
の
選
定
、

人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
Ｐ
Ｒ
、
「
子

ど
も
手
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
」
の
企
画
、
当

日
の
会
場
運
営
な
ど
で
す
。
 

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ま
で
月
に
１
・
２
回

程
度
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

●
応
募
期
間
　
４
月
４
日
　
〜
１４
日
 

●
申
込
・
問
合
先
　
図
書
館
（
☎
３
７
―

６
８
０
４
）
ま
で
。
 

      　
岩
倉
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
合
言
葉

で
あ
る
「
岩
倉
市
民
憲
章
」
を
取
り
入
れ

た
カ
レ
ン
ダ
ー
「
四
季
彩
」
を
毎
年
作
成

し
て
い
ま
す
。
平
成
１９
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー

を
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

●
応
募
資
格
　
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
に
熱
意

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
人
 

●
募
集
人
数
　
８
人
（
応
募
者
が
多
数
の

場
合
は
調
整
）
 

●
募
集
期
限
　
４
月
１４
日
　
 

●
内
容
　
１２
月
に
配
布
す
る
予
定
で
カ
レ

ン
ダ
ー
作
成
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

そ
れ
ま
で
の
期
間
の
１０
回
程
度
会
議
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
 

●
任
期
　
平
成
１９
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作

成
す
る
ま
で
 

●
そ
の
他
　
記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
す
。
 

●
申
込
・
問
合
先
　
企
画
課
広
報
広
聴
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
２
）
ま
で
。
 

（金） 

（土） 

（火） 

（金） 

ご入学おめでとうございますご入学おめでとうございますご入学おめでとうございます
―小学校新入学児の保護者の皆さんへ― 
　お子さまのご入学おめでとうご
ざいます。いよいよ義務教育９か
年の第一歩が始まります。 
　学校では、日常の学校生活や体
験的な活動や学校行事を通して、
子ども同士が刺激し合い、高め合
いながら、担任のきめ細かく温か
い指導のなかで、満足感や成就感
を味わわせ、子どもの健全な成長

を願い指導しています。お子さまにとっては、入学後し
ばらくは緊張が続くことと思われます。保護者の皆様に
は、お子さまを励ましていただくとともに、長い目で見
守ってくださることをお願いいたします。 

家庭生活で身に付けてほしいこと 
―できたことをほめながら育てましょう― 
①基本的な生活習慣を身に付ける 
　★あいさつや返事がきちんとできる 
　★規則正しい生活ができる（早寝早起き） 
　★衣服の着替えがきちんとできる　など 
②友達と仲良くできる 
　★外で子ども同士で元気よく遊ぶ 
　★人をたたいたり、けったりしない 
③お手伝いをする 
　★自分でできることは、自分で行う 
　★家族の一員として役割を持たせる 
※教育に関する相談を、毎週火曜日の午後１
時から４時までくすのきの家２階適応指導
教室「おおくす」（☎３８―０３００）で行
っています。 
●問合先　学校教育課庶務係（☎３８―５
８１８）まで。 

　吃音（発音が不自由）や構音障害（発音が不明瞭）
などのお子さまの言葉の障害で悩んでいませんか。 
　平成１５年度より市内の小学校に「ことばの教室」
を開設しています。指導者が各学校を巡回してマンツ
ーマンで正しい発声の指導・訓練を行います。 
●申込方法　各小学校に申し込んでください。 

「ことばの教室」開設 
きつ  おん 

図
書
館
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ 

バ
ル
実
行
委
員
（
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
）
を
募
集
し
ま
す 

岩
倉
市
ま
ち
づ
く
り
カ
レ 

ン
ダ
ー
作
成
委
員
を
募
集 

し
ま
す 

　固定資産税・都市計画税の納税通知書（納付書・課税
明細書添付）は毎年４月上旬に発送させていただいてい
ますが、今年は３年に一度の評価替えの年であり、事務
遂行上の都合により、５月１日（月）とさせていただき
ます。 
●問合先　税務課課税第２係（☎３８―５８０６）まで。 

固定資産税・都市計画税 
平成１８年度納税通知書は 
５月１日に発送します 
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花
は
散
っ
て
も
歯
は
残
る
話 

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
８
０
２
０
運
動
と
は
〜 

尾
北
歯
科
医
師
会
岩
倉
支
部
　
小
川
一
郎 

健　康 
講　座 
健　康 
講　座 
健　康 
講　座 

知っておきたい 

お
　  

が
わ 

　
い
ち
　 

ろ
う 

は
ち
　  

ま
る
　  

に
い
　   

ま
る 

          　
西
行
の
見
た
夢
は
川
面
を
い
ち
め
ん

に
埋
め
る
花
弁
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
 

　
桜
は
開
花
宣
言
か
ら
約
５
日
で
満
開

に
な
り
、
一
つ
の
花
は
７
日
で
散
り
始

め
る
。
 

　
そ
し
て
満
開
を
迎
え
た
と
き
に
は
、

最
初
に
咲
き
始
め
た
も
の
が
早
く
も
散

り
始
め
る
こ
と
に
な
る
。
 

　
し
か
も
こ
の
花
の
散
り
ゆ
く
花
弁
に

は
色
あ
せ
も
黄
ば
み
も
な
い
の
で
あ
る
。
 

　
一
般
に
「
花
」
の
散
る
仕
組
み
は
、

離
層
と
い
う
コ
ル
ク
で
で
き
た
仕
切
が

花
弁
の
根
元
に
で
き
、
幹
か
ら
の
栄
養

と
水
の
流
れ
を
絶
つ
た
め
だ
が
、
と
り

わ
け
桜
は
こ
の
離
層
の
発
達
が
よ
い
と

い
う
。
 

　
そ
う
し
て
桜
は
開
花
宣
言
か
ら
約
２

週
間
す
ぎ
た
風
の
夜
に
一
気
に
散
り
は

じ
め
る
の
で
あ
る
。
 

            　
し
か
し
花
は
散
っ
て
も
葉
が
残
る
の

は
山
桜
。
 

　
こ
の
葉
が
１
年
間
太
陽
の
恵
み
を
受

け
て
来
年
咲
く
花
の
命
を
作
り
出
す
の

で
あ
る
。
 

　
と
こ
ろ
で
人
の
命
は
ま
た
青
春
を
す

ぎ
て
そ
の
余
命
を
十
分
に
残
し
日
本
人

の
平
均
寿
命
は
男
性
７８
・
６
歳
、
女
性
８５
・
６
歳

で
あ
る
。
 

　
ひ
と
の
歯
の
寿
命
は
さ
ら
に
長
く
て
約
１
０
０

年
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
 

　
現
代
歯
科
医
学
は
、
人
の
歯
を
８０
年
に
渡
っ
て

守
っ
て
い
く
実
力
を
備
え
る
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
我
々
尾
北
歯
科
医
師
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市

民
の
皆
様
の
歯
を
８０
年
に
渡
っ
て
守
り
続
け
る
運

動
、
す
な
わ
ち
８
０
２
０
運
動
を
推
し
進
め
て
お

り
ま
す
。
 

　
皆
様
に
８０
年
間
健
康
に

自
分
の
歯
で
咬
め
る
こ
と

を
お
約
束
す
る
運
動
で
あ

り
ま
す
。
 

　
私
は
こ
の
知
識
と
技
量

を
持
っ
て
す
れ
ば
、
ご
く

少
数
の
重
病
者
を
の
ぞ
い

て
全
て
の
歯
を
失
う
こ
と

な
ど
有
り
得
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
 

　
是
非
と
も
市
民
の
皆
様

に
歯
科
医
を
お
そ
れ
ず
に

か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持

っ
て
い
た
だ
い
て
予
防
と

早
期
治
療
を
な
さ
る
よ
う

お
す
す
め
致
し
ま
す
。
 

春
風
の
 

花
を
散
ら
す
と
 

見
る
夢
は
 

覚
め
て
も
胸
の
 

さ
わ
ぐ
な
り
け
り
 

 　
　
　
　
　
　
　
　
西
行
 

世
の
中
に
 

絶
え
て
桜
の
 

無
か
り
せ
ば
 

春
の
心
の
 

の
ど
け
か
ら
ま
し
 

 　
　
　
　
　
　
　
業
平
 

 

か
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第１０回 

結果 

いわくら 
五条川マラソン 

いわくら 
五条川マラソン 

いわくら 
五条川マラソン 

いわくら 
五条川マラソン 

　３月５日（日）に行われたいわくら五条川マラソンの結果

をお知らせします。 

　五条川マラソンは今回で開催１０回目を迎えました。当日、

それを祝福するかのような青空の下、ゲストランナーの市橋

有里さんを始め、北は北海道、南は愛媛、香川、広島など県

外の参加者を含め２，５９３人の皆さんが、早春の五条川な

どを駆け抜け、気持ち良い汗を流しました。 

いち  はし 

あ　 り 

順
位
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 記

録
 

氏
名
 

所
属
（
住
所
）
 

１０
㌔
㍍
女
子
４０
歳
以
上
 

順
位
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 記

録
 

３９
分
４２
秒
 

３９
分
５６
秒
 

４０
分
３８
秒
 

４０
分
５２
秒
 

４１
分
１４
秒
 氏

名
 

永
田
　
久
子
 

樫
尾
　
園
子
 

渡
辺
　
た
ま
き
 

川
野
　
清
子
 

伊
藤
　
真
知
子
 所

属
（
住
所
）
 

名
古
屋
学
院
ク
ラ
ブ
（
名
古
屋
市
）
 

名
城
Ａ
Ｒ
Ｃ
（
日
進
市
）
 

美
女
軍
団
（
名
古
屋
市
）
 

菊
里
ク
ラ
ブ
（
春
日
井
市
）
 

美
女
軍
団
（
名
古
屋
市
）
 

１０
㌔
㍍
女
子
４０
歳
未
満
 

順
位
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 記

録
 

３５
分
３０
秒
 

３５
分
５３
秒
 

３７
分
１５
秒
 

３８
分
３０
秒
 

３９
分
７
秒
 氏

名
 

成
瀬
　
直
 

林
　
亜
沙
美
 

青
戸
　
敦
子
 

斉
藤
　
久
美
子
 

和
田
　
真
利
那
 所

属
（
住
所
）
 

至
学
館
高
（
尾
張
旭
市
）
 

　
〃
　
　
（
豊
川
市
）
 

栄
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
名
古
屋
市
）
 

（
西
春
町
）
 

至
学
館
高
（
岡
崎
市
）
 

１０
㌔
㍍
男
子
４０
歳
以
上
 

順
位
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 記

録
 

３４
分
２６
秒
 

３４
分
３７
秒
 

３４
分
４３
秒
 

３４
分
５９
秒
 

３５
分
２８
秒
 氏

名
 

大
宮
　
和
男
 

横
井
　
敬
一
 

高
橋
　
文
浩
 

城
野
　
孝
哉
 

村
瀬
　
豊
明
 

所
属
（
住
所
）
 

名
古
屋
市
役
所
（
岩
倉
市
）
 

天
白
川
走
友
会
（
弥
富
町
）
 

（
名
古
屋
市
）
 

名
古
屋
市
役
所
（
三
重
県
）
 

ゆ
う
と
っ
ぴ
（
清
須
市
）
 

１０
㌔
㍍
男
子
４０
歳
未
満
 

順
位
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 記

録
 

３０
分
２７
秒
 

３１
分
４０
秒
 

３１
分
５１
秒
 

３２
分
７
秒
 

３３
分
９
秒
 氏

名
 

江
本
　
悟
司
 

青
木
　
晶
 

清
水
　
博
也
 

掛
布
　
晃
 

岩
本
　
晃
典
 

所
属
（
住
所
）
 

三
菱
自
動
車
（
東
海
市
）
 

中
京
大
（
岩
倉
市
）
 

奈
良
産
業
大
（
江
南
市
）
 

Ｔ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（
江
南
市
）
 

（
静
岡
県
）
 

第１０回 いわくら五条川マラソン 
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４
㌔
㍍
女
子
４０
歳
未
満
 

順
位
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 記

録
 

１５
分
３０
秒
 

１５
分
３３
秒
 

１５
分
５６
秒
 

１６
分
１４
秒
 

１６
分
３４
秒
 氏

名
 

尾
関
　
麻
里
菜
 

近
藤
　
友
子
 

立
石
　
真
弓
 

袴
田
　
菜
々
子
 

池
田
　
真
奈
 

所
属
（
住
所
）
 

至
学
館
高
（
江
南
市
）
 

　
〃
　
　
（
西
尾
市
）
 

　
〃
　
　
（
江
南
市
）
 

　
〃
　
　
（
瀬
戸
市
）
 

　
〃
　
　
（
豊
田
市
）
 

４
㌔
㍍
女
子
４０
歳
以
上
 

順
位
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 記

録
 

１６
分
１８
秒
 

１６
分
４８
秒
 

１７
分
１２
秒
 

１７
分
２４
秒
 

１７
分
４７
秒
 

氏
名
 

小
澤
　
清
子
 

竹
村
　
文
子
 

杁
本
　
国
子
 

前
田
　
眞
由
美
 

外
山
　
京
子
 

所
属
（
住
所
）
 

米
米
Ｒ
Ｔ
（
小
牧
市
）
 

さ
ざ
ん
走
遊
会
（
稲
沢
市
）
 

（
岩
倉
市
）
 

（
東
浦
町
）
 

（
名
古
屋
市
）
 

４
㌔
㍍
女
子
中
学
生
 

順
位
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 記

録
 

１５
分
３５
秒
 

１５
分
３９
秒
 

１５
分
５１
秒
 

１６
分
１１
秒
 

１７
分
５４
秒
 氏

名
 

伊
藤
　
舞
 

服
部
　
綾
実
 

沢
根
　
由
起
 

西
川
　
志
穂
 

川
澄
　
恵
未
 

所
属
（
住
所
）
 

青
山
中
（
半
田
市
）
 

浄
心
中
（
名
古
屋
市
）
 

新
津
中
（
静
岡
県
）
 

不
破
中
（
岐
阜
県
）
 

青
山
中
（
半
田
市
）
 

４
㌔
㍍
男
子
中
学
生
 

順
位
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 記

録
 

１３
分
４９
秒
 

１５
分
６
秒
 

１５
分
２１
秒
 

１５
分
２６
秒
 

１５
分
２８
秒
 氏

名
 

鈴
木
　
開
 

樫
尾
　
雄
介
 

橋
口
　
孝
太
 

小
出
　
幸
宏
 

江
崎
　
匠
大
 

所
属
（
住
所
）
 

垂
井
北
中
（
岐
阜
県
）
 

日
進
東
中
（
日
進
市
）
 

岩
倉
南
中
（
岩
倉
市
）
 

今
池
中
（
名
古
屋
市
）
 

振
甫
中
（
名
古
屋
市
）
 

４
㌔
㍍
男
子
４０
歳
未
満
 

順
位
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 記

録
 

１３
分
１３
秒
 

１３
分
２４
秒
 

１３
分
４４
秒
 

１４
分
１９
秒
 

１４
分
４４
秒
 氏

名
 

高
井
　
浩
二
 

池
田
　
昌
雄
 

伊
藤
　
優
 

池
田
　
節
 

三
木
　
一
倫
 

所
属
（
住
所
）
 

天
熊
丸
木
（
小
牧
市
）
 

内
外
カ
ー
ボ
ン
（
名
古
屋
市
）
 

名
古
屋
市
消
防
（
名
古
屋
市
）
 

（
小
牧
市
）
 

誠
信
高
（
岩
倉
市
）
 

４
㌔
㍍
男
子
４０
歳
以
上
 

順
位
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 記

録
 

１３
分
４８
秒
 

１４
分
２３
秒
 

１４
分
３４
秒
 

１４
分
５０
秒
 

１５
分
７
秒
 氏

名
 

岩
田
　
眞
治
 

山
田
　
猛
 

柘
植
　
孝
之
 

九
日
　
敏
弘
 

船
橋
　
健
 

所
属
（
住
所
）
 

愛
知
県
庁
ク
ラ
ブ
（
知
多
市
）
 

㈱
ハ
ア
ー
モ
ニ
ー
（
弥
富
町
）
 

米
野
ア
ス
リ
ー
ト
（
小
牧
市
）
 

三
菱
重
工
冷
熱
（
清
須
市
）
 

（
春
日
井
市
）
 

第１０回 いわくら五条川マラソン 
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        ●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
 

　
　
　
　
　
　
　
み
ど
り
の
家
 

  　
み
ど
り
の
家
で
は
、
毎
月
１

回
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

い
て
い
ま
す
。
 

　
４
月
は
、
名
古
屋
芸
術
大
学

の
卒
業
生
が
集
ま
っ
た
若
手
音

楽
家
に
よ
る
、
金
管
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
で
す
。
 

　
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
そ
の
仲
間

の
楽
器
の
曲
で
、
金
管
楽
器
の

お
話
も
交
え
て
の
楽
し
い
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。
入
場
は
無
料
で

す
。
 

▼
と
き
　
４
月
１６
日
　
午
後
２

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル
 

▼
出
演
者
　
天
神
山
金
管
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
 

▼
演
奏
曲
　
タ
イ
ケ
「
旧
友
」

ヱ
ワ
ル
ド
「
金
管
五
重
奏
曲
」

「
ギ
ン
ギ
ラ
ギ
ン
に
さ
り
げ
な

く
」
　
ほ
か
 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６

７
０
０
）
 

        ●
交
通
災
害
共
済
に
家
族

　
そ
ろ
っ
て
加
入
を
 

  　
交
通
災
害
共
済
は
、
会
員
が

交
通
事
故
で
け
が
や
死
亡
さ
れ

た
場
合
に
、
交
通
災
害
の
程
度

に
応
じ
て
見
舞
金
を
お
支
払
い

す
る
制
度
で
す
。
　
 

　
な
お
、
岩
倉
市
で
は
お
年
寄

り
や
障
害
の
あ
る
人
の
会
費
を

助
成
し
て
い
ま
す
。
会
費
の
全

額
を
岩
倉
市
が
支
払
っ
て
加
入

し
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
人

は
ご
自
分
で
加
入
手
続
き
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

▼
加
入
資
格
　
岩
倉
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

人
ま
た
は
、
外
国
人
登
録
を
さ

れ
て
い
る
人
 

▼
会
費
　
１
人
年
額
５
０
０
円

（
９
月
３０
日
以
降
に
加
入
の
申

し
込
み
を
さ
れ
る
場
合
は
、
１

人
３
０
０
円
）
 

▼
共
済
期
間
　
４
月
１
日
（
途

中
加
入
の
場
合
は
、
加
入
日
の
 

翌
日
）
〜
平
成
１９
年
３
月
３１
日
 

▼
加
入
方
法
　
随
時
、
市
民
窓

口
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

▼
公
費
助
成
対
象
者
　
平
成
１８

年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
７１

歳
以
上
（
昭
和
１０
年
４
月
２
日

以
前
生
ま
れ
）
の
人
と
身
体
障

害
者
手
帳
ま
た
は
、
療
育
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
す
。
 

▼
対
象
と
な
る
交
通
事
故
　
自

動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
に
よ

る
人
身
事
故
 

▼
共
済
見
舞
金
の
額
　
表
の
と

お
り
 

▼
請
求
期
限
　
交
通
事
故
に
あ

っ
た
日
か
ら
２
年
以
内
に
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。
２
年
を
過
ぎ

て
か
ら
の
請
求
は
お
受
け
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
市
民
窓
口

課
市
民
窓
口
係
（
☎
３
８
―
５

８
０
７
）
 

  ●
４
月
か
ら
年
金
改
正
 

  【
国
民
年
金
保
険
料
】
 

　
４
月
か
ら
平
成
１９
年
３
月
ま

で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

２
８
０
円
引
き
上
げ
さ
れ
、
月

１
万
３
千
８
６
０
円
と
な
り
ま

す
。
 

【
年
金
給
付
に
つ
い
て
】
 

　
平
成
１８
年
度
の
年
金
額
は
０
・

３
㌫
引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。

暮らしのガイド 
問合先（岩倉市役所）　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

（日） 

交通災害共済見舞金 

※実日数とは、病院に実際に入院・通院した日数です。 

等級 

１級 

２級 

３級 

４級 

５級 

６級 

７級 

８級 

９級 

１０級 

１１級 

交通災害の程度 共済見舞金 

死亡した場合 

後遺障害の場合 
（自動車損害賠償保険法施行令の別表第１級、 
第２級、第３級の各号に掲げる障害） 

入院通院治療実日数が２４０日以上の障害を受けた場合 

入院通院治療実日数が１５０日以上の障害を受けた場合 

入院通院治療実日数が１２０日以上の障害を受けた場合 

入院通院治療実日数が９０日以上の障害を受けた場合 

入院通院治療実日数が６０日以上の障害を受けた場合 

入院通院治療実日数が３０日以上の障害を受けた場合 

入院通院治療実日数が１５日以上の障害を受けた場合 

入院通院治療実日数が８日以上の障害を受けた場合 

入院通院治療実日数が７日以下の障害を受けた場合 

１,５００,０００円 

８００,０００円 

 ２５０,０００円 

 １２０,０００円 

 １００,０００円 

 ７０,０００円 

５０,０００円 

 ４０,０００円 

３０,０００円 

 ２０,０００円 

 １０,０００円 

手続き 

催し  
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★お詫びと訂正★  
　広報いわくら３月１５日号３ページでご案内した岩倉桜まつりの内容に 
誤りがありました。謹んでお詫び申し上げます。 
岩倉桜まつりセレモニーの時間が「午前１０時３０分から」の誤りでした。 



こ
れ
は
、
平
成
１７
年
の
年
平
均

の
全
国
消
費
者
物
価
指
数
が
、

対
前
年
マ
イ
ナ
ス
０
・
３
㌫
で

あ
っ
た
た
め
、
前
年
度
の
年
金

額
よ
り
０
・
３
㌫
少
な
く
な
る

も
の
で
す
。
 

　
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
も

ら
っ
て
い
る
人
は
、
平
成
１７
年

度
で
は
年
額
７９
万
４
千
５
０
０

円
で
し
た
が
、
平
成
１８
年
度
で

は
年
額
７９
万
２
千
１
０
０
円
と

な
り
ま
す
。
 

　
６
月
の
定
期
支
払
（
４
月
分

と
５
月
分
）
か
ら
年
金
額
が
変

更
に
な
り
ま
す
。
年
金
受
給
者
 

の
皆
さ
ん
に
は
、
６
月
ご
ろ
に
 

年
金
額
改
定
通
知
書
を
送
り
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

【
障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生

年
金
等
を
併
せ
て
受
給
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
】
 

　
障
害
を
持
ち
な
が
ら
働
い
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
る
仕
組
み
と

し
て
、
６５
歳
以
上
の
人
は
、
障
 

害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
、

障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
厚
生
年

金
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
併

せ
て
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
希
望
さ
れ
る
人

は
選
択
申
出
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

▼
申
請
・
問
合
先
　
一
宮
社
会

保
険
事
務
所
（
☎
０
５
８
６
―

４
５
―
１
４
１
１
）
 

  ●
樹
木
・
樹
林
に
報
償
金

　
を
交
付
 

  　
岩
倉
市
で
は
、
市
民
の
身
近

な
み
ど
り
の
保
護
、
保
全
を
図
 

る
た
め
、
社
寺
境
内
等
の
樹
木
 

ま
た
は
、
樹
林
、
あ
る
い
は
屋

敷
林
な
ど
、
民
有
地
の
み
ど
り

を
「
保
護
樹
・
保
護
樹
林
」
と

し
て
指
定
す
る
制
度
を
制
定
し

て
い
ま
す
。
 

　
該
当
す
る
樹
木
等
の
所
有
者

（
ま
た
は
、
管
理
者
）
は
、
積

極
的
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
平
成
１７
年
度
ま
で
の
指
定
状

況
 

★
保
護
樹
…
９５
本
 

★
保
護
樹
林
…
９
か
所
 

▼
指
定
基
準
 

★
保
護
樹
…
幹
の
周
囲
が
１
・

５
㍍
以
上
ま
た
は
、
高
さ
が
１５

㍍
以
上
の
も
の
 

★
保
護
樹
林
…
樹
林
と
し
て
存

す
る
土
地
の
面
積
が
５
０
０
平

方
㍍
以
上
の
も
の
 

▼
報
償
金
額
 

★
保
護
樹
…
１
か
所
１
本
年
額

５
千
円
、
２
本
以
上
は
年
額
１

万
円
 

★
保
護
樹
林
…
１
か
所
年
額
２

万
円
 

▼
樹
勢
診
断
と
治
療
費
の
助
成
 

　
指
定
し
た
樹
木
が
損
傷
、
あ

る
い
は
病
害
虫
等
に
よ
り
衰
え

た
場
合
は
、
市
で
派
遣
す
る
樹

木
医
に
よ
っ
て
樹
勢
診
断
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
診
断

費
用
は
市
が
負
担
し
ま
す
）
。
 

　
診
断
結
果
を
踏
ま
え
、
所
有

者
等
と
市
が
協
議
し
、
治
療
が

必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

治
療
に
必
要
な
経
費
の
２
分
の

１
の
額
（
限
度
額
は
３０
万
円
）

を
助
成
し
ま
す
。
 

▼
申
請
期
間
　
４
月
３
日
　
〜

２８
日
 

▼
問
合
先
　
都
市
計
画
課
計
画

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
４
）
 

（月） 

（金） 

現行制度 
６５歳時点で、老齢年金（厚生＋基礎）か障害基礎年金を選択 

改正後 
障害を持ちながら働いたことが評価される仕組みとしました。 
具体的には、障害基礎年金＋老齢厚生年金という選択を可能 
にすることで、働いて保険料を納めた期間を老後の年金額に 
反映します。 

または 

障害を持ちながら自ら働いて保険料を納付したことが年金給付 
に反映されにくい 

←短い就労期間、低賃金の場合では 
　低額になる 

障害基礎年金のみの 
額の方が高くなり、 
障害基礎年金のみを 
選択するケースが多 
い。 

老齢厚生年金 

１級の障害基礎年金 
　老齢基礎年金の満額の２５％増 
２級の障害基礎年金 
　老齢基礎年金の満額 

障害基礎年金 

障害基礎年金 

老齢厚生年金 

老齢基礎年金 ←免除期間などがあれば低額になる 

← 

一宮社会保険事務所  
N

一
宮
駅 

一宮社会保険事務所 

真清田神社 

音羽１ 

松降 

本町 

裁判所前 

末広２ 

国道１５５号線 

一宮市役所 

公園 公園 

裁判所 
名
鉄 

Ｊ
Ｒ 

産
業 

　
体
育
館 

ス
ー
パ
ー 

豊
島
図
書
館
南 
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        ●
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
 

　
　
　
　
　
　
　
み
ど
り
の
家
 

  　
み
ど
り
の
家
で
は
、
親
子
の

ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
「
リ
ト
ミ

ッ
ク
教
室
」
を
開
き
ま
す
。
 

▼
と
き
　
４
月
１４
日
　
午
前
１１

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家
ふ
れ
あ
い
交
流

ホ
ー
ル
 

▼
定
員
　
３０
組
 

▼
対
象
　
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

▼
参
加
費
　
無
料
 

▼
申
込
方
法
　
４
月
３
日
　
か

ら
、
み
ど
り
の
家
へ
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６

７
０
０
）
 

  ●
愛
知
県
障
害
者
委
託
訓
練
 

  【
パ
ソ
コ
ン
初
級
コ
ー
ス
】
 

▼
受
講
料
　
無
料
 

▼
受
講
場
所
 

★
犬
山
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

…
５
月
１２
日
　
〜
６
月
２３
日
　
、

定
員
７
人
 

★
名
古
屋
市
中
区
錦
１
…
５
月

１２
日
　
〜
６
月
２１
日
　
、
定
員

１８
人
 

★
名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
南
１

…
６
月
初
旬
〜
下
旬
（
詳
細
期

日
未
定
）
、
定
員
８
人
 

▼
対
象
者
　
障
害
者
手
帳
等
所

持
者
（
身
体
・
精
神
等
）
で
公

共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
さ

れ
て
い
る
人
 

▼
選
考
方
法
　
面
接
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
愛
知
障
害

者
職
業
能
力
開
発
校
（
豊
川
市

一
宮
町
☎
０
５
３
３
―
９
３
―

２
１
０
２
　
０
５
３
３
―
９
３

―
６
５
５
４
）
 

  ●
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
 

  　
愛
知
勤
労
身
体
障
害
者
体
育

館
で
は
、
体
の
不
自
由
な
人
を

対
象
に
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
き

ま
す
。
 

　
こ
の
教
室
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
み
な
が
ら
基
礎
体
力
づ
く

り
を
進
め
、
身
体
機
能
の
回
復

と
向
上
を
め
ざ
す
と
と
も
に
心

の
ふ
れ
あ
い
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
 

①
卓
球
コ
ー
ス
…
５
月
１３
日
〜

６
月
２４
日
の
毎
週
土
曜
日
、
午

後
７
時
〜
９
時
（
計
７
回
）
 

②
車
い
す
テ
ニ
ス
コ
ー
ス
…
５

月
７
日
・
２１
日
、
６
月
４
日
・

１８
日
、
７
月
２
日
・
１６
日
・
３０

日
の
日
曜
日
、
午
前
１０
時
〜
正

午
（
計
７
回
）
 

▼
と
こ
ろ
　
愛
知
勤
労
身
体
障

害
者
体
育
館
（
稲
沢
市
祖
父
江

町
祖
父
江
寺
西
１４
―
５
）
 

▼
内
容
　
障
害
の
程
度
に
応
じ

て
、
ス
ポ
ー
ツ
ま
た
は
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
 

▼
対
象
者
　
身
体
障
害
者
 

▼
定
員
　
①
卓
球
コ
ー
ス
…
２０

人
②
車
い
す
テ
ニ
ス
コ
ー
ス
…

１２
人
（
先
着
順
。
た
だ
し
、
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
初
め
て

の
人
を
優
先
）
 

▼
受
講
料
　
無
料
 

▼
申
込
期
間
　
４
月
１
日
　
〜

２３
日
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
愛
知
勤
労

身
体
障
害
者
体
育
館
（
☎
９
７

―
６
６
３
０
）
 

        ●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
 

  　
岩
倉
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

で
は
、
第
６１
回
市
民
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
４
月
２３
日
　
午
前
９
 

時
３０
分
〜
受
付
、
午
前
１０
時
〜

試
合
開
始
（
雨
天
予
備
日
３０
日

　
）
 

▼
と
こ
ろ
　
野
寄
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
 

▼
種
目
　
男
女
別
 

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
お
住
ま

い
か
お
勤
め
の
人
ま
た
は
、
在

学
の
人
（
高
校
生
以
上
対
象
）
 

▼
参
加
費
　
１
人
５
０
０
円
 

▼
申
込
方
法
　
当
日
、
会
場
で

受
け
付
け
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
体
育
協
会

事
務
局
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
内
☎
６
６
―
２
２
２
２
）
 

（金） 

（金） 

（金） 

（金） 

（土） 

（日） 

（日） 

（日） 

（水） 

（月） 

　岩倉・小牧・犬山・江南市の
４市と４市教育委員会・４市体
育協会が５月１４日（日）に第
５１回四市交歓体育大会を江南
市で開催します。 
　この大会は、陸上競技を始め
１５種目にわたって行われます
が、岩倉市では陸上競技の出場
選手を募集します。 
　募集種目　表のとおり 
　募集期限　４月９日（日） 
　申込・問合先　スポーツ課
（総合体育文化センター内☎６
６―２２２２） 
 

第５１回四市交歓体育大会参加者募集 
性別 種　目 定　員 

男
子
の
部 

１００ｍ走 
４００ｍ走 
１５００ｍ走 
走高跳 

各２人 

各２人 

３人 

４人 

４人 

走幅跳 
砲丸投 
５０００ｍ走 
８００ｍリレー 
１００ｍ走 
走高跳 
走幅跳 
砲丸投 
４００ｍリレー 

女
子
の
部 

▲ 
▲ 
▲ 

募集  

講座  
教室  
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岩倉市体育協会の会員を募集します 
問合先　岩倉市体育協会事務局　（総合体育文化センター内☎６６－２２２２） ▼

 

北空手道 

五条川空手道 

北小卓球 

東小卓球 

五条川小卓球 

南中卓球 

ママさん卓球 

剣道連盟 

総合体育文化センター 

五条川小学校体育館 

東小学校体育館 

五条川小学校体育館 

南部中学校体育館 

総合体育文化センター 

市立体育館 
（北小学校内） 

居合道 市立武道館（北小学校内） 

市立武道館（北小学校内） 
総合体育文化センター 

総合体育文化センター 
南部中学校弘道館 

射撃協会 

ソフトテニス協会 

愛知県・岡崎・関射撃場 

野寄テニスコート 

テニス協会 

サッカー協会 

柔道会 

スキー協会 

水泳部 

野寄テニスコート 

石仏スポーツ広場 

未　　　定 

山岳会 総合体育文化センター 

市営大地プール 
近隣温水プール 

ゴルフ部会 

東新町空手道 岩倉団地集会所 
岩倉東小学校体育館 

木曜日 午前９時～正午 
土曜日 午後７時３０分～９時３０分 

国際ゴルフクラブ 
（小牧市） 

軟式野球・ソフトボール（男子・女子）を希望されるチームは、軟式野球事務局大野正昭（☎５７―０２０５）、ソフトボール 
事務局小島保光（☎３７―０４７２）までご連絡ください。 

バドミントン協会 

卓球協会 

空手道連盟 

バレーボール協会 

岩倉北バレーボール 

岩倉南バレーボール 

岩倉東バレーボール 

五条川バレーボール 

曽野バレーボール 

岩倉すみれバレーボール 

つくしバレーボール 

男子バレーボール岩倉 

バレーボール協会（女子） 

北小バドミントン 

東小バドミントン 

五条川小バドミントン 

曽野小バドミントン 

南中バドミントン 

総体バドミントン 

会　　場 

東小学校体育館 

五条川小学校体育館 

曽野小学校体育館 

南部中学校体育館 

総合体育文化センター 

市立体育館 
（北小学校内） 

対　象 と　　　き 申　込　先 

会場で受け付け 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

小学５年生以上 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

婦人 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

家庭婦人 

高校生以上 

会場で受け付け 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

南小学校体育館 

東小学校体育館 

五条川小学校体育館 

曽野小学校体育館 

総合体育文化センター 

南小学校体育館 

市立体育館 
（北小学校内） 

市立体育館 
（北小学校内） 
市立体育館 
（北小学校内） 

太田　勝己 
田中　伸行 

曽我　金作 

八尾　　弘 

久村　幸則 

山本　義広 

磯部　弘美 

小池　幸夫 

会場で受け付け 

会場で受け付け 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

会場で受け付け 

会場で受け付け 

〃 

舩橋　茂樹 
丹羽　金昇 

松岡　良高 
松下　明房 

黒宮　　彰 宮田　哲 ☎３７-４４４４ 

会場で受け付け 
小池幸夫　☎３７-１８７８ 

渡辺　茂男 

河村　鑛行 
長谷川雄一 

鈴木　新彦 

栗木　洋明 

福山　　修 

会場で受け付け 

長谷川雄一　☎６６-３４８６ 
堀　　　巌　☎３７-７８９３ 

鈴木新彦 ☎６６-６３９１ 

栗木洋明 ☎３７-０９０５ 

服部光知哲 
中森　靖幸 

小林　勝輝 
鉄屋　征志 

村松真理子 
大石　　武 

会場で受け付け 
福山　修　☎３８-６２９３ 

会場で受け付け 
小林勝輝　☎６６-６９２２ 

高校生以上 

一般 

〃 

〃 

〃 

〃 

多数 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

一般 
小・中・高校生 

高校生 
一般 
ジュニア 
一般・シニア 

高校生以上 

〃 

〃 

婦人 

中学生以上 

多数 

〃 

〃 

多数 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 〃 

〃 

一般 
高校生 

小学５年生以上 

２０歳以上 

２０人 

名　　称 会　　場 指導者 申　込　先 対　象 募集人数 と　　　き 会　　　費 

名　　称 会　　場 指導者 申　込　先 対　象 募集人数 と　　　き 会　　　費 

名　　称 会　　場 指導者 申　込　先 対　象 募集人数 と　　　き 会　　　費 

団　　体　　名 

団　　体　　名 

会　　場 申　込　先 対　象 と　　　き 会　　費 

年 １２，０００円 

年 １，０００円 

入会金　なし 
　年　　１，０００円 

月 ５００円 

月 ５００円 

〃 

〃 

〃 

会　　費 

月 ７００円 

月 ５００円 

月 ６００円 

入会金　１，０００円 
　年　　５，０００円 

入会金　１，０００円 
　年　　２，０００円 
入会金　４，０００円 
　年　　６，０００円 

　月　　３，５００円 

入会金　５，０００円 
　月　　　８００円 

〃 

〃 

年 ５，０００円 

入会金　なし 
　年　　５，０００円 

月 １，５００円 

　年　　５，０００円 
　年　　４，０００円 

一般 
小・中・高校生 

　年　　５，０００円 
　年　　４，０００円 

一般 
高校生 

　年　　５，０００円 
　年　　４，０００円 

入会金　２，０００円 
　月　　１，０００円 

入会金　１，０００円 
　年　　７，０００円 

入会金　２，０００円 
　年　　８，５００円 

水・土・日曜日 
午前９時～午後1時 

木曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

金曜日 
午後７時３０分～９時３０分 
水曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

日曜日 
午前９時～正午 

木曜日 
午前９時～正午 

水・金曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

土曜日 
午後２時３０分～４時３０分 

水曜日 
午後７時３０分～９時３０分 
土曜日 
午後２時３０分～４時３０分 
土曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

月 １，０００円 水曜日 
午前９時３０分～正午 
土曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

土曜日 
午後０時３０分～２時３０分 

第２金曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

火曜日 
午後７時３０分～９時３０分 
月曜日 
午後７時３０分～９時３０分 
土曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

土曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

月　　　１,０００円 
月　 　　  ７００円 

木曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

月・水曜日 
午後７時～９時 
月・木曜日　  午後７時～９時 
金曜日　　　午後７時～９時 

第１・３土曜日　午前９時～午後５時 
土・日曜日　午前９時～午後５時 
土・日曜日 
午前９時～午後５時 

毎月２回 
午後７時３０分～９時 
水曜日 
午後８時～ 

毎月１回 

随時 

随時 

月・金曜日 午後６時３０分～９時３０分 
土曜日 午後６時３０分～９時３０分 

火・木・土曜日　午後７時３０分～９時３０分 
月・金曜日　　  午後７時３０分～９時３０分 

水曜日 午後６時３０分～９時３０分 
土曜日 午後５時３０分～６時３０分 

水曜日　午後７時３０分～９時３０分 
土曜日　午後２時３０分～４時３０分 
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麻しん・風しん混合ワクチンの接種ができる医療機関 

  ●
新
川
流
域
親
子
フ
ォ
ー

　
ラ
ム
参
加
者
 

  　
新
川
流
域
総
合
治
水
対
策
協

議
会
で
は
、
総
合
治
水
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
大
き
な
ポ

ン
プ
場
や
水
を
貯
め
る
施
設
な

ど
を
バ
ス
で
ま
わ
り
、
見
学
し

ま
す
。
昼
食
時
に
は
楽
し
い
ク

イ
ズ
大
会
も
行
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
５
月
２１
日
　
午
前
９

時
３０
分
〜
午
後
４
時
（
予
定
）
 

▼
集
合
場
所
　
愛
知
県
庁
（
名

古
屋
市
中
区
）
午
前
９
時
３０
分
 

▼
見
学
予
定
地
　
内
津
川
と
内

津
川
放
水
路
（
春
日
井
市
）
↓

生
地
川
ビ
オ
ト
ー
プ
（
春
日
井

市
）
↓
落
合
公
園
（
春
日
井

市
）
（
昼
食
＆
ク
イ
ズ
大
会
）

↓
神
明
公
園
（
豊
山
町
）
（
県

営
名
古
屋
空
港
隣
り
）
↓
中
江

川
排
水
機
場
（
北
名
古
屋
市
）

※
雨
の
場
合
は
見
学
地
が
変
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
お
住
ま

い
の
小
学
生
（
新
４
〜
６
年

生
）
と
そ
の
保
護
者
 

▼
参
加
費
　
無
料
（
昼
食
を
含

む
。
た
だ
し
、
集
合
場
所
ま
で

の
交
通
費
は
参
加
者
負
担
）
 

▼
定
員
　
８０
人
 

▼
申
込
方
法
　
官
製
は
が
き
に

「
親
子
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
希

望
」
と
明
記
し
、
住
所
、
電
話

番
号
、
保
護
者
の
①
氏
名
②
性

別
、
お
子
さ
ん
の
①
氏
名
②
性

別
③
新
学
年
を
記
入
し
て
、
申

込
先
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
電
話
番
号
は
当
日
の
緊
急
連

絡
先
と
し
て
必
要
と
な
り
ま
す
）。 

▼
申
込
期
限
　
４
月
１４
日
　
必

着
 

▼
抽
選
・
発
表
　
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
の
う
え
、
当
否

に
か
か
わ
ら
ず
４
月
３０
日
ご
ろ

ま
で
に
手
紙
を
郵
送
し
ま
す
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
土
木
課
維

持
管
理
係
（
〒
４
８
２
―
８
６

８
６
（
住
所
不
要
）
☎
３
８
―

５
８
１
３
）
 

        ●
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合

　
予
防
接
種
 

  　
４
月
１
日
か
ら
麻
し
ん
・
風

し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
で
の
２
回

接
種
に
変
更
に
な
り
、
市
内
医

療
機
関
に
て
個
別
で
接
種
す
る
 

こ
と
に
な
り
ま
す
。
第
１
期
は

１
歳
〜
２
歳
未
満
、
第
２
期
は

５
歳
〜
７
歳
未
満
で
小
学
校
就

学
の
前
年
度
（
幼
稚
園
・
保
育

園
の
年
長
児
）
に
接
種
を
し
ま
 

す
。
対
象
年
齢
で
あ
っ
て
も
、

麻
し
ん
、
風
し
ん
ど
ち
ら
か
の

予
防
接
種
を
受
け
た
人
や
麻
し

ん
、
風
し
ん
ど
ち
ら
か
の
疾
患

に
か
か
っ
た
人
は
、
混
合
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

▼
接
種
方
法
　
対
象
者
に
、
個

別
通
知
を
し
ま
す
。
届
い
た
通

知
を
持
っ
て
医
療
機
関
に
予
約

を
し
て
か
ら
、
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
 

▼
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
・

届
い
た
通
知
・
健
康
保
険
証
 

※
母
子
健
康
手
帳
は
必
ず
ご
持

参
く
だ
さ
い
（
母
子
健
康
手
帳

が
な
い
と
接
種
で
き
ま
せ
ん
）
。

▼
そ
の
他
　
予
防
接
種
実
施
日

や
時
間
等
、
医
療
機
関
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
医

療
機
関
で
予
約
を
し
て
か
ら
、

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
通
知
の

届
か
な
い
人
は
、
保
健
セ
ン
タ

ー
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
７
―
３
５
１
１
）
 

  ●
マ
マ
と
子
ど
も
の
栄
養
教
室
 

  　
幼
児
期
は
、
１
日
３
食
の
規

則
正
し
い
食
事
習
慣
と
、
食
事

の
一
部
と
し
て
「
お
や
つ
」
に

気
を
つ
け
る
こ
と
、
食
べ
物
の

好
き
嫌
い
を
な
く
す
こ
と
が
大

切
で
す
。
家
族
の
食
事
バ
ラ
ン

ス
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。
 

▼
と
き
　
４
月
２１
日
　
午
前
１０

時
〜
１１
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
栄
養
指
導
室
 

▼
内
容
　
話
「
マ
マ
と
子
ど
も

の
栄
養
」
、
簡
単
な
調
理
実

習
・
試
食
 

▼
対
象
　
幼
児
の
保
護
者
 

▼
定
員
　
１５
人
（
先
着
順
）
 

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
 

▼
申
込
方
法
　
４
月
４
日
　
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
（
電
話
可
）
。
 

※
お
子
さ
ん
連
れ
の
人
は
、
申

し
込
み
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
３
７
―
３
５
１
１
）
 

  ●
江
南
保
健
所
相
談
 

  　
平
成
１８
年
度
江
南
保
健
所
相

（日） 

（金） 

（金） 

（火） 

有馬医院 

いとうクリニック 

医療法人つくし会岩倉東クリニック 

医療法人知邑舎岩倉病院 

いわくら耳鼻咽喉科 

おしたにクリニック 

医療法人八稜会かみのクリニック 

医療法人寺澤内科小児科 

医療法人なかよしこどもクリニック 

医療法人丹羽外科 

医療法人羊蹄会ようてい中央クリニック 

ませきクリニック 

井上町４３０―１ 

東新町南江向２４―５ 

中本町葭原４ 

川井町北海戸１ 

西市町西市前３１―４ 

稲荷町高畑８ 

神野町平久田７０ 

栄町一丁目５ 

稲荷町高畑７５ 

新柳町１―４１ 

曽野町郷前１７ 

下本町下市場１３９ 

３７―０１２３ 

医療機関名 住所 電話番号 

３８―１１１２ 

６６―１２１０ 

３７―８１５５ 

６６―４５３３ 

３８―３５０１ 

３８―３８００ 

３７―２０１８ 

６６―１２２１ 

６６―３３６６ 

６６―５１３３ 

３７―０１７５ 

・上記医療機関以外は自費になります。 
・必ず医療機関で予約をしてから、お出かけください。 

健康  
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　と　き　４月１０（月）・１２日（水）～
１４日（金）・１７日（月）・２０日（木） 
　受付時間　午後１時～２時 
　ところ　保健センター 
　対　象　３か月～７歳６か月未満 
　その他　６週間以上の間隔をあけて２
回飲む 
　問合先　保健センター（☎３７―３５
１１） 

４月の急性灰白髄炎（ポリオ）予防接種 

▲ 
▲ 
▲ 
▲ 
▲ 

▲ 

談
な
ど
の
日
程
を
ご
案
内
し
ま

す
（
表
の
と
お
り
）
。
 

                 　
検
便
（
細
菌
・
虫
卵
）
と
水

質
検
査
は
、
祝
日
の
あ
る
週
や

年
末
年
始
に
は
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
 

▼
予
約
・
問
合
先
　
江
南
保
健

所
（
☎
５
６
―
２
１
５
７
）
 

        ●
献
血
に
ご
協
力
を
 

  ▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
４
月
１７
日

　
ユ
ニ
ー
　
岩
倉
店
 

▼
受
付
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進

協
議
会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内

☎
３
７
―
３
１
３
５
）
 

  ●
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク
 

  　
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用

品
の
有
効
利
用
と
、
む
だ
の
な

い
消
費
生
活
の
た
め
に
不
用
品

デ
ー
タ
バ
ン
ク
を
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
 

　
物
品
の
や
り
と
り
は
、
当
事

者
間
で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
 

登
録
物
品
（
３
月
１
日
現
在
）
 

▼
譲
り
ま
す
（
有
償
）
ダ
イ
ニ

ン
グ
テ
ー
ブ
ル
、
組
立
式
つ
く

え
 

▼
あ
げ
ま
す
（
無
償
）
　
一
宮

南
高
制
服
（
女
子
用
）
、
子
ど

も
服
・
カ
ッ
ト
ソ
ー
ズ
ボ
ン
、

雑
誌
（
た
ま
ご
ク
ラ
ブ
）
、
お

ふ
ろ
用
い
す
・
洗
面
器
（
子
ど

も
用
）
、
子
ど
も
用
傘
（
女
児

用
）
、
五
月
飾
り
 

▼
求
め
ま
す
　
ベ
ビ
ー
ゲ
ー
ト
、

岩
倉
幼
稚
園
制
服
（
女
児
用
）
、

遊
花
幼
稚
園
制
服
（
冬
用
・
Ｌ

Ｌ
・
男
児
用
）
、
男
児
用
の
服

（
６
か
月
〜
２
歳
児
用
）
、
北

小
体
操
服（
１
３
０
〜
１
５
０
・

女
子
用
）
 

※
岩
倉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
 

 　
　
　
　
）
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工

観
光
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

  ●
水
道
水
を
安
心
し
て
飲
用

　
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
 

  　
岩
倉
市
で
は
、
安
心
し
て
水

道
水
を
飲
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
水
道
法
に
基
づ
き
、
定

期
的
に
水
質
検
査
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。
 

　
な
お
、
詳
し
い
水
道
水
質
検

査
計
画
書
に
つ
い
て
は
、
水
道

課
で
い
つ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
水
道
課
施
設
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
６
）
 

  　
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故
 

　
高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル
 

●
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
 

  　
新
入
学
・
新
入
園
し
た
元
気

な
子
ど
も
達
が
元
気
に
通
学
・

通
園
し
て
い
る
の
を
見
か
け
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
不
慣
れ

な
環
境
の
中
で
の
痛
ま
し
い
交

通
事
故
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま

す
。
 

　
ま
た
、
暖
か
く
な
り
外
出
す

る
機
会
も
増
え
、
開
放
感
か
ら

飲
酒
・
危
険
運
転
も
心
配
さ
れ

ま
す
。
 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
交
通
事

故
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
一
人

ひ
と
り
が
交
通
安
全
意
識
を
高

め
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ

う
。
 

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
 

▼
期
間
　
４
月
６
日
　
〜
１５
日

　
 

▼
重
点
目
標
 

★
子
ど
も
や
高
齢
者
を
交
通
事

故
か
ら
守
ろ
う
 

★
自
転
車
の
安
全
利
用
を
進
め

よ
う
 

★
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
つ
け
よ
う
 

★
飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う
 

★
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ッ
プ
運
動

（
交
差
点
で
黄
信
号
で
も
止
ま

る
運
動
）
を
推
進
し
よ
う
 

  　
春
の
緑
化
強
調
期
間
 

●
「
緑
の
募
金
」
に
ご
協
力
を
 

　
４
月
１
日
　
〜
５
月
３１
日
　
 

  　
緑
の
募
金
は
、
「
緑
の
募
金

に
よ
る
森
林
整
備
等
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
集
め
ら
れ
た

募
金
は
、
学
校
・
公
園
等
へ
の

植
樹
、
緑
化
木
・
草
花
の
配
布
、

み
ど
り
の
少
年
団
の
育
成
、
樹

木
診
断
等
、
身
近
な
緑
化
の
推

進
や
森
林
整
備
に
関
す
る
事
業

費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
 

　
愛
知
県
で
は
、
春
の
緑
化
強

調
期
間
と
し
て
４
月
１
日
　
か

ら
５
月
３１
日
　
ま
で
、
県
植
樹

祭
を
始
め
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

緑
化
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

　
期
間
中
、
岩
倉
市
で
も
緑
化

木
の
無
償
配
布
な
ど
を
行
う
と

と
も
に
、
「
緑
の
募
金
」
活
動

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
行
い
ま
す
。
 

　
緑
を
ふ
や
し
、
緑
を
ま
も
り
、

緑
を
ひ
ろ
げ
る
活
動
に
、
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

▼
募
金
取
扱
機
関
　
県
下
各
市

役
所
、
町
村
役
場
、
愛
知
県
尾

張
農
林
水
産
事
務
所
 

▼
実
施
主
体
　
　
愛
知
県
緑
化

推
進
委
員
会
 

▼
問
合
先
　
都
市
計
画
課
計
画

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
４
）
 

（月） 

（株） 

（木） 

（土） 

（土） 

（水） 

（社） 
（水） 

（土） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h
t 

tp
://w

w
w
.c
ity.iw

a
ku
ra
.a
i 

c
h
i.jp
/

（注）栄養相談とHIV抗体検査の曜日が変更しましたのでご注意ください。 

種　　別 曜　　日 受　付　時　間 

事業所等定期検診（予約制） 毎月第１・第３水曜日 午前９時～１１時 

精神保健福祉相談（予約制） 毎月第１・第２・第４金曜日 午後１時３０分～２時３０分 

栄養相談（予約制） 毎月第３水曜日 午前９時～１１時 

歯科相談（予約制） 毎月第１水曜日 午前９時～１１時 

検便（細菌・虫卵） 
毎週火曜日 午前９時～１１時３０分 

水質検査（予約制） 

HIV抗体検査 毎週月曜日  午後１時～４時 

相 談 
その他 
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  ●
消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
に

　
つ
い
て
知
っ
て
い
ま
す
か
 

  　
最
近
、
 

消
防
車
の
 

サ
イ
レ
ン
 

の
音
が「
ウ
 

ー
ウ
ー
」
 

だ
け
の
と
 

き
と
、「
ウ
 

ー
ウ
ー
・
 

カ
ン
カ
ン
」
 

と
を
同
時
 

に
鳴
ら
し
て
い
る
と
き
の
２
種

類
を
耳
に
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
消
防
車
が
緊
急
出
動

す
る
の
は
、
火
災
の
と
き
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
救
助
出

動
、
警
戒
出
動
の
ほ
か
、
救
急

隊
の
３
人
だ
け
で
は
困
難
な
場

合
に
は
消
防
隊
が
消
防
車
で
応

援
に
向
か
い
ま
す
。
こ
う
し
た

と
き
に
は
、
サ
イ
レ
ン
だ
け
の

出
動
を
し
、
火
災
の
と
き
に
は

サ
イ
レ
ン
と
鐘
（
ウ
ー
ウ
ー
・

カ
ン
カ
ン
）
の
両
方
を
鳴
ら
す

よ
う
に
使
い
分
け
て
い
ま
す
。

火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。
 

消
防
車
サ
イ
レ
ン
 

★
火
災
で
出
動
す
る
場
合
…

「
ウ
ー
ウ
ー
・
カ
ン
カ
ン
」
 

★
救
助
・
警
戒
・
救
急
支
援
出

動
…
「
ウ
ー
ウ
ー
」
 

▼
問
合
先
　
消
防
署
（
☎
３
７

―
５
３
３
３
）
 

  ●
男
子
既
製
洋
服
製
造
業

　
最
低
工
賃
廃
止
 

  　
愛
知
県
男
子
既
製
洋
服
製
造

業
最
低
工
賃
が
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。
 

　
こ
の
工
賃
の
廃
止
は
、
愛
知

労
働
局
長
が
愛
知
地
方
労
働
審

議
会
の
答
申
（
答
申
日
…
１
月

３０
日
）
を
受
け
て
決
定
し
た
も

の
で
す
。
 

　
同
最
低
工
賃
は
、
２
月
２３
日

（
官
報
公
示
の
前
日
）
限
り
廃

止
と
な
り
ま
す
。
 

　
最
低
工
賃
額
な
ど
の
詳
細
は
、

愛
知
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
 

 
 
 
）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

愛
知
労
働
局
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
愛
知
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
課
（
☎
０
５
２
―

９
７
２
―
０
２
５
８
）
ま
た
は
、

江
南
労
働
基
準
監
督
署
（
☎
５

４
―
２
４
４
３
）
 

  ●
多
重
債
務
者
相
談
 

  　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
」
に
よ
る
多
重
債
務

者
の
た
め
の
生
活
再
建
相
談
所

が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
相
談
に
よ
る
家
族
、
個
人
の

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
毎
月
第
１
日
曜
日
、

午
後
１
時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
 

▼
相
談
員
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク

レ
サ
ラ
あ
し
た
の
会
」
の
司
法

書
士
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
 

▼
主
な
相
談
内
容
　
ク
レ
ジ
ッ

ト
サ
ラ
金
問
題
解
決
、
借
入
に

頼
っ
た
生
活
の
見
直
し
、
借
入

金
の
法
的
整
理
後
の
生
活
再
建

支
援
、
ヤ
ミ
金
、
架
空
請
求
、

悪
質
商
法
 

※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
な
お
、
相
談
の
際
に
は
契
約
 

書
等
の
借
入
の
わ
か
る
書
類
を
 

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
ク
レ
サ
ラ
あ
し
た

の
会
（
☎
０
８
０
―
３
６
２
０

―
７
６
５
４
）
 

  ●
教
育
相
談
 

   
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
ご
と
を
持
つ
保
護
者
な
ど
を

対
象
に
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
毎
週
火
曜
日
午
後
１

時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指

導
教
室
お
お
く
す
相
談
室
 

▼
相
談
員
　
山
田
和
行
さ
ん

（
元
適
応
指
導
教
室
長
）
 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
人
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室

（
☎
３
８
―
０
３
０
０
）
 

  ●
た
ん
ぽ
ぽ
相
談
 

  　
「
聞
く
」
「
話
す
」
「
読
む
」

「
書
く
」
「
計
算
す
る
」
「
不

注
意
」
「
移
動
性
」
「
衝
動

性
」
「
対
人
関
係
」
な
ど
で
、

困
難
を
示
す
お
子
さ
ん
を
お
育

て
で
悩
ま
さ
れ
て
い
る
保
護
者

の
人
は
、
愛
知
県
立
一
宮
東
養

護
学
校
の
教
育
相
談
（
た
ん
ぽ

ぽ
相
談
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

　
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
 

▼
と
き
　
月
〜
金
曜
日
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
（
祝
日
は
除
く
） 

▼
と
こ
ろ
　
一
宮
東
養
護
学
校

（
一
宮
市
丹
羽
字
中
山
１
１
５

１
―
１
）
 

▼
費
用
　
無
料
（
事
前
に
電
話

で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
）
 

▼
問
合
先
　
一
宮
東
養
護
学
校

た
ん
ぽ
ぽ
相
談
係
（
☎
０
５
８

６
―
５
１
―
５
３
１
１
）
 

   h
ttp
://w

w
w
.a
ic
h
i-ro
d
o
. 

g
o
.jp
/

や
ま   

だ
　
か
ず 

ゆ
き 

新
着
図
書
の
紹
介 

岩
倉
市
図
書
館 

☎
３７
―
6
8
0
4

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

★
古
文
書
は
こ
ん
な
に
 

　
魅
力
的
 

 　
　
　
　
　
　
油
井
宏
子
　
著
 

　
分
類
　
歴
史
・
地
理
・
地
図
 

　
 

      　
お
よ
そ
１
５
０
年
前
の
江
戸

時
代
を
案
内
し
た
古
文
書
テ
キ

ス
ト
。
歴
史
を
学
ぶ
楽
し
さ
と

古
文
書
を
読
む
面
白
さ
が
両
方

い
っ
ぺ
ん
に
味
わ
え
る
。
 

 児
童
新
着
図
書
　
 

★
お
ば
け
ち
ゃ
ん
の
バ
ア
！
　
 

　
　
　
　
　
の
ぶ
み
　
絵
・
文
 

★
お
に
ぎ
り
食
べ
た
お
地
蔵
さ

ん
 

　
　
　
コ
ダ
イ
ラ
ヒ
ロ
ミ
　
絵
 

せ
と
う
ち
　
じ
ゃ
く
ち
ょ
う
　
作
 

★
ぼ
く
が
で
き
る
こ
と
　
 

　
　
テ
ィ
ム
・
ワ
ー
ン
ズ
　
絵
 

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ス
モ
ー
ル
マ
ン
　
文
 

ゆ
　 

い
　
ひ
ろ
　
こ 
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  ●
し
の
び
よ
る
サ
イ
バ
ー
犯
罪
 

　
〜
大
丈
夫
で
す
か
？
　
あ
な

　
た
の
パ
ス
ワ
ー
ド
〜
 

　
　
 

 　
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
普
及
す
る
一
方
で
、
こ
れ

ら
を
悪
用
し
た
サ
イ
バ
ー
犯
罪

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

　
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
詐
欺
や
わ
い

せ
つ
事
案
の
ほ
か
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
等
の
個
人
情
報
を
狙

っ
た
「
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
（
※
）」

事
案
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ウ
 

イ
ル
ス
感
染
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
保
管
さ
れ
た
個
人
情
報
の
漏
 

え
い
事
件
・
事
故
も
跡
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
 

　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
被
害
に
遭

わ
な
い
よ
う
日
ご
ろ
か
ら
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

サ
イ
バ
ー
犯
罪
か
ら
身
を
守
る

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
 

★
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
の
管
理
 

を
し
っ
か
り
し
ま
し
ょ
う
。
 

★
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
導

入
し
ま
し
ょ
う
。
 

★
基
本
ソ
フ
ト
や
ウ
イ
ル
ス
対

策
ソ
フ
ト
を
常
に
最
新
の
状
態

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

★
ウ
イ
ル
ス
の
疑
い
の
あ
る
メ
 

ー
ル
や
身
に
覚
え
の
な
い
メ
ー

ル
は
安
易
に
開
い
た
り
、
返
信

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

★
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
は
相
手
を
よ
く
確
認
し
て

取
引
し
ま
し
ょ
う
。
 

※
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
…
銀
行
等
か

ら
の
メ
ー
ル
を
装
っ
て
偽
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
さ
せ
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
や
パ

ス
ワ
ー
ド
な
ど
個
人
の
金
融
情

報
を
不
正
に
入
手
す
る
行
為
を

い
い
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
警
察
本
部

生
活
安
全
総
務
課
サ
イ
バ
ー
犯

罪
対
策
室
（
〒
４
６
０
―
８
５

０
２
（
住
所
不
要
）
☎
０
５
２

―
９
５
１
―
１
６
１
１
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
 

　
　
　
　
　
　
　
 
）
 

  ●
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金
融
の

　
相
談
料
を
補
助
 

  　
気
軽
に
お
金
を
借
り
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金

融
（
サ
ラ
金
）
の
利
用
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
こ
れ
が
原
因
で
、
家

庭
の
崩
壊
や
犯
罪
に
ま
で
な
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
悲
し
い
ケ
ー

ス
が
目
立
ち
、
社
会
問
題
に
も
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
う
し
た
悲
劇
を
未
然
に
防

ぐ
に
は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る

前
に
、
で
き
る
限
り
早
く
法
律

の
専
門
家
に
相
談
を
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
 

　
岩
倉
市
で
は
、
愛
知
県
弁
護

士
会
が
開
設
し
て
い
る
「
サ
ラ

金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
被
害
相
談
」

と
「
消
費
者
被
害
相
談
」
に
相

談
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
相
談

料
の
５
千
２
５
０
円
を
補
助
し

て
い
ま
す
。
補
助
を
受
け
る
に

は
、
事
前
に
市
民
相
談
室
で
相

談
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

▼
問
合
先
　
市
民
相
談
室
（
☎

３
８
―
５
８
２
２
）
 

　
　
　
　
h
ttp
://w

w
w
.p
re
f. 

a
ic
h
i.jp
/p
o
lic
e
/

市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

み  　な  　     な    や     む     な 

●心の相談電話　☎３７－７８６７ 

Advice and Consultation for Foreigners 
(Iwakura International Exchange Society) 
１６．Apr（Sun）１３：００～１５：００ 
Consulta em Prol dos Estrangeiros 
(Associacao Internacional de Iwakura) 
１６／Abr（domingo）Das　１３：００～１５：００hs 
 

～ 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となって
いますので、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩をい
ただきます。 
■一般相談 
　とき　　月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■母子・寡婦就業相談 
４月７日（金）午前１０時～午後３時３０分 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
４月１１日（火）・２６日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）午前９
時から、市民相談室で当月分の予約を受け付けます（先着
順、電話可）。 
■登記相談 
４月１２日（水）午後１時～４時 
■知的障害者相談 
４月１３日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
４月１４日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
４月１４日（金）午後１時～４時 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
４月１６日（日）午後１時～３時 
 
 
 
 
 
 
 
■女性相談 
４月１７日（月）午後１時～３時３０分 
■総合福祉相談 
４月２１日（金） 
★身体障害者相談…午後１時～４時 
★戦没者遺族相談…午後１時～４時 
■年金相談 
４月２４日（月）午前１０時～午後３時 
 
 
 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一人
でくよくよしていても、何の解決にもなりません。経験豊
かなボランティアが電話で相談をお受けします。お気軽に
おかけください。 
　とき　毎週月曜日　午前１０時～午後４時（祝日、振替
休日を除く） 

▲
 

▲
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松
本
多
樹
夫
、
良
子
さ
ん
の
長
男

忠
樹
く
ん
（
７
か
月
）
。
 

●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言
 

 
３
８
７
６
㌘
の
大
き
な
赤
ち
ゃ
ん

だ
っ
た
忠
樹
。
 

　
寝
返
り
も
出
来
る
よ
う
に
な
り
、

歯
も
生
え
は
じ
め
て
き
た
ね
。
日
々

の
成
長
を
喜
び
、
楽
し
み
に
し
て
い

る
よ
。
パ
パ
と
マ
マ
は
忠
樹
の
事
が

大
好
き
。
 

　
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
す
く
す
く
育

っ
て
ね
。
い
つ
も
見
守
っ
て
い
る
か

ら
ね
。
 

ま
つ 

も
と   

た
　  

き
　 

お 

よ
し
　
こ 

忠
樹
く
ん 

あ
つ  

き 

クリーンアップ五条川2006クリーンアップ五条川2006

 

　岩倉のシンボルといえば五条川と桜並木。暮ら

しに潤いを与えてくれる市民共通の財産です。 

　今年も、桜のシーズンに先がけ、３月１１日、

岩倉の水辺を守る会主催の「クリーンアップ五条

川２００６」が行われました。 

　今年は、６５０人の市民の皆様が参加し、北は

江南市境、南は待合橋まで土手や川の中を清掃し

ました。 

　この日集められたごみの量は、５，２３０㌔㌘

で、パッカー車５台分にものぼりました。 

　清掃終了後の青空昼食会では、五目ご飯と豚汁が配られ、清

掃を終えた皆さんは疲れを癒していました。 

　水辺を守る会や、市民

の皆さんのご協力により、

美しさを取り戻しつつあ

る五条川。 

　今年もきれいになった

五条川と桜並木で桜まつ

りが迎えられそうです。 
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な
る
　
せ
　
か
ず  

ま
さ 

　
成
瀬
和
正
、
ロ
サ
リ
ー
さ
ん
の
長

男
マ
ー
く
ん
（
８
歳
）
、
長
女
あ
お

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）
。
 

●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言
 

　
あ
お
ち
ゃ
ん
の
「
に
い
ち
ゃ
ん
、

パ
パ
、
マ
マ
ち
っ
ち
ぃ
〜
（
好
き
）」

と
言
っ
て
く
れ
る
言
葉
に
い
つ
も
心

か
ら
う
れ
し
く
思
い
涙
し
て
い
ま
す
。
 

　
毎
日
大
変
だ
け
ど
、
２
人
が
い
て

く
れ
る
お
か
げ
で
、
私
た
ち
の
世
界

は
カ
ラ
フ
ル
に
回
り
ま
す
。
 

　
あ
お
ち
ゃ
ん
、
マ
ー
く
ん
！
い
つ

ま
で
も
兄
弟
の
力
で
こ
の
家
族
に
も

っ
と
幸
せ
を
く
だ
さ
い
ね
。
 

あ
お
ち
ゃ
ん 

（右）
 

マ
ー
く
ん 

（左）
 

ＤＩＧ（ディグ）とは？ みや　  た　　　　 さと　 こ 

●あいち防災リーダー　　宮田　智子 

　「ＤＩＧ」とは、Ｄｉｓａｓｔｅｒ（災害）Ｉｍａgｉｎａ

ｔｉｏｎ（想像力）Ｇａｍｅ（ゲーム）の頭文字を取って名

付けられた、誰でも参加できる図上防災訓練のことです。 

　自分たちが生活している地域や、近くで災害などが発生し

た場合を想定して、家族で、地

域で、学校で、職場で…と手軽

に色々な所で、

参加者全員で、

その対応策をイ

メージトレーニ

ングしてみよう

というものです。 

ＤＩＧを行うことによって、 
人を知り・地域を知り・災害を知ることができます。 

家族でDIGをやってみよう！ 

１､わが家の安全度チェック 
　耐震対策、家具の転倒防止などは済ん
でいますか？ 
２､地図を準備しましょう！ 
　家族みんなで工夫して、わかりやすい
オリジナルの「地図」を書いてみよう。 
３、地図に書き込もう！ 
　家の位置や、災害時に家族が集まる避
難場所を地図にマークしましょう。自宅
や学校からの避難コースを記入しましょ
う。自宅周辺にある防災設備、危険な場
所などを確認しましょう。 

用意するもの 
自宅周辺の地図、ビニールシー
ト、油性マジック、マーク用シ
ール、ポストイットなど 
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「自分づくり・仲間づくり」の実感「自分づくり・仲間づくり」の実践
　
本
校
は
、
平
成
１７
年
度
、
愛
知
県
教
育
委
員

会
よ
り
「
自
分
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
」
推
進

事
業
の
委
嘱
を
う
け
、
研
究
主
題
「
自
分
を
見

つ
め
、
人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
す
る
生
徒
の

育
成
」
の
も
と
、
全
領
域
を
通
し
た
道
徳
教
育

の
充
実
に
主
眼
を
置
き
、
研
究
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
 

　
具
体
的
に
は
、
左
記
の
よ
う
に
、
ま
ず
、

「
道
徳
の
時
間
」
を
中
心
に
人
間
性
と
社
会
性

の
理
念
の
追
究
の
機
会
を
増
や
し
、
概
念
の
形

成
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
 

　
次
に
、
道
徳
の
時
間
と
他
の
領
域
の
教
育
活

動
と
の
「
総
合
単
元
的
な
道
徳
」
教
育
を
推
進

し
、
「
理
念
」
と
「
体
験
」
と
の
結
び
つ
き
の

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
学
習
活
動
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
の
学
習
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
 

　
さ
ら
に
、
家
庭
・
地
域
社
会
と
の
連
携
を
深

め
、
教
育
機
能
の
向
上
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
 

研
究
の
構
想
 

　
学
校
統
一
重
点
項
目
と
し
て
、
一
学
期
に
は

「
個
性
尊
重
」
、
二
学
期
に
は
「
生
命
尊
重
」
、

三
学
期
に
は
「
思
い
や
り
」
に
つ
い
て
集
中
的

に
扱
っ
て
き
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
学
期
に
一
度
の
学
校
公
開
日
に
全
学

級
で
道
徳
の
授
業
を
行
い
、
保
護
者
や
地
域
の

人
々
に
授
業
公
開
を
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
外
部
か
ら
講
師
を
招
い
て
、
講
演
を
聞
い
た

り
、
体
験
的
な
活
動
を
取
り
入
れ
た
り
、
保
護

者
の
協
力
を
得
た
り
す
る
な
ど
魅
力
的
で
多
様

な
授
業
に
な
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。
 

　
共
通
の
基
盤
の
も
と
に
道
徳
の
授
業
を
行
っ

て
い
く
こ
と
で
、
人
間
関
係
を
円
滑
に
進
め
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、
学
年
集
会
型
の

道
徳
の
授
業
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
 

道
徳
の
時
間
の
取
り
組
み
 

総
合
単
元
的
な
道
徳
「
命
の
教
育
」
の
実
践
 

　
地
域
や
家
庭
に
、
生
徒
の
様
子

や
学
校
の
取
り
組
み
を
伝
え
る
た

め
に
、
岩
倉
中
、
心
の
教
育
通
信

「
ひ
び
き
あ
い
」
を
発
行
し
て
い

ま
す
。
 

　
道
徳
の
公
開
や
行
事
な
ど
を
機

に
、
親
子
の
会
話
の
き
っ
か
け
と

な
る
よ
う
な
資
料
を
提
示
し
た
り
、

「
地
域
社
会
や
家
庭
と
の
連
携
」

の
様
子
を
伝
え
た
り
と
、
啓
発
的

な
面
も
含
め
て
作
成
し
、
生
徒
全

家
庭
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
 

　
通
信
の
内
容
は
、
岩
中
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
 

通
信
「
ひ
び
き
あ
い
」
の
 

発
行
 

岩中ホームページでぜひ情報をご覧ください。 
http://www.iwakura.ed.jp/iwakura-j/index.html

・道徳の時間 

・教科学習 
・特別活動 
・総合的な学習 

　
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
命
の
大
切
さ
に
つ

い
て
見
つ
め
る
機
会
と
し
て
、
６
月
と
１０
月
の

２
回
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
被
災
者
に
よ
る
講

演
会
を
も
ち
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
に
関
連
し

た
内
容
で
「
命
」

「
生
き
方
」
に
つ

い
て
道
徳
で
学
習

を
深
め
る
と
と
も

に
、
保
健
の
授
業

で
「
生
命
誕
生
の

し
く
み
」
を
扱
い
、

お
互
い
を
関
連
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
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「
体
験
」
を
通
し
て
学
ぶ
場
の
充
実
 

▲講演会「生命尊重」 

▲学年集会型道徳 

岩倉中学校 
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広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 

心の美しさを　　　　     
～公民館開館３０周年記念講演会～ 

　３月１２日、第４回みのりの会の集いが、東町のみのり
の里で開催されました。 
　ボランティアシェフによるランチやミニバザーが行われ
たほか、イベントでは南部中学校ブラスバンド演奏、「ち
むどんどん」による沖縄エイサー踊りが披露されました。 
　沖縄エイサー踊りでは、豪快な太鼓の音と掛け声で会場
は沖縄ムード。訪れた皆さんもメンバーに教えられたとお
り男性はグーで、女性はパーで手を上げ、沖縄の祭りを体
感していました。 

　２月２６日、公民館開館３０周年を記念して、
渡辺和子さんの講演会が公民館講堂で開かれまし
た。 
　渡辺さんは、１９３６年の２・２６事件によっ
て、凶弾に倒れた岩倉市本町出身の渡辺錠太郎陸
軍教育総監の次女で、現在ノートルダム清心学園
理事長を務めています。 
　「心の教育」と題して行われた今回の講演会で
は、時折、厳しかった両親の話を取り上げながら、
「雨に濡れてもはげない心の美しさを持つ」とい
うことを、家庭や学校で教育しなければならない
と話していました。 

民話「かさ地蔵」をオーケストラで 
～セントラル愛知交響楽団曽野小演奏会～ 

 　２月２８日、曽野小学校でセントラル愛知交響楽
団の演奏会が開かれました。 
　子どもたちにおなじみの宮崎駿アニメのメドレー
などが演奏されたほか、岩倉市在住の作曲家、熊沢
辰巳さんが民話「かさ地蔵」をもとに作曲した「か
さじぞう」が演奏されました。 
　「かさじぞう」の演奏では、４年生の児童が舞台
に立ち、おじいさん、おばあさん、ナレーション役
と合唱に挑戦し、オーケストラに負けないくらい力
一杯「かさじぞう」を演じていました。 

みんなで沖縄エイサー踊り  
～第４回みのりの会の集い～ 

 

わた  なべ  かず  こ 

わた  なべ  じょう　た   ろう 

みや ざき はやお 

くま   ざわ 

たつ　み 
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古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 

いわくらし

ちき
ゅうにやさしい

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48,541人（－22人） 
            男性／24,210人（＋19人） 
            女性／24,331人（－41人） 
          世帯数／19,716世帯（＋23世帯） 
                （3月1日現在） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
健康チェックの日、母子健康手帳交付は毎週木曜日 
です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

救急医療情報センター 
　　�0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　�66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　�38-3119

［ 岩倉城 ］ 
　永禄２年（１５５９）の落城まで約８０年間、尾張半国（丹

羽、葉栗、中島、春日井）の中心として栄えた岩倉城と城下町

は、昭和６２年から平成２年にかけて行われた発掘調査で、城

の規模の一部も確認でき、清洲城に匹敵する城であったことも

明らかになった。 

　永禄元年（１５５８）５月と７月の２回にわたり浮野ヶ原

（一宮市千秋町）で戦い敗れ、翌年春には正面攻撃を受けた岩

倉城は決定的な敗北となる。 

　その原因の一つに、父織田信安からあとをついだ信賢が、美

濃稲葉山城主斉藤義龍と謀り、清洲城の織田信長を攻め尾張統

一を企てたからだともいわれている。 

　一豊の父盛豊は城主の信任厚く、家老職をつとめていたが戦

死。それは一豊一家の苦難のスタートでもあり、また、のちの

伴侶となる千代とのめぐり合いのはじまりでもあった。 

　　　　　　　　　岩倉市文化財保護委員会委員長　中山春義 
なか やま はる よし 
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野菜の広場/岩倉駅地下道 

★乳幼児健康相談 
★母親教室第１回 

★離乳食教室　★１歳６か月児健康診査 
分別収集/八剱町･井上町･神野町･石仏町  
古紙と古着の日/中本町･東町･中野町･鈴井町 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

　休日急病診療（向井研　いわくら耳鼻咽喉科） 

　休日急病診療（中川浩　ようてい中央クリニック） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

★ポリオ 
野菜の広場／岩倉駅地下道 

★ポリオ 

古紙と古着の日/東新町（岩倉団地） 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

★ポリオ 

★３歳児健康診査 
分別収集/大地町・大地新町・中央町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日/泉町･西市町･本町･宮前町･栄町一丁目 

★ポリオ　★はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
健康相談（ふれあいセンター） 
分別収集/東新町（岩倉団地） 

はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集/曽野町･稲荷町･大山寺町･大山寺元町･大山寺本町･五条町･大市場町 
古紙と古着の日/下本町･昭和町･旭町･栄町二丁目･新柳町 

金 

�

NHK大河ドラマ 
「功名が辻」放映中！ 

 

第２回  

山内一豊・千代 紀行 山内一豊・千代 紀行 


